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０章




　気がつけば、本ほん条じょう美み奈なは暗い路地で《彼》に押し倒されていた。

　そして《彼》は、美奈の服に手をかける。

「──ひっ……」

　抵抗する間も与えられない。呆気ない音を立てて服は引き裂かれ、肌が外気に晒された。

　そこで初めて、《彼》の顔を見る。

　月光を背に、《彼》は嗤っていた。

　情欲に目をギラつかせ、口角を吊り上げ、獣そのもののように。




《狼男》。

　彼自身が名乗った言葉が、頭の中で響く。




《彼》は美奈の肩を押さえつけると、顔を近づけてきた。

　興奮で熱を帯びた吐息が、美奈の口元にも吹きかかる。思わず美奈も小さく呼気を漏らし、《彼》のそれと混じり合う。

　近い。もう、とても近い。

　視界には《彼》の顔しか映らない。捕食者のように、非情な獣の顔だ。




　どうして、こんなことになってしまったのだろう。

　……いや、原因はわかっている。

　全てはあのときの『間違い』から、始まったのだ。





１章




「本条くんさぁ。正直、きみにはもう少し期待していたんだけどねぇ」

　吉よし川かわ淳あつしは部長室のデスクに肘をついたまま、ねっとりとした声で言ってきた。こちらを責めるように見上げてくる彼の瞳は、五十近い年齢のせいか濁った色をしている。

「きみね、もう五年目でしょう？　何歳なのかな？」

「……今年で二十七になります」

　美奈は穏やかな声で話し、出来る限り相手の神経を逆撫でしないように気をつける。

　しかし美奈は元々感情を面に出すのが苦手な上に、身長が百七十センチ近くあった。威圧的だとか、偉そうだとか勘違いされてしまうのがいつものことで──。

「なんなのかな、その態度は。ふてくされれば許されるとでも思ってるのかなぁ」

　今回もそのようだ。「すみません」と小声で返し、もう一度頭を下げる。

　はぁぁ、と大仰なため息をつく吉川。タバコ臭い吐息は、向かいに立つ美奈にも届いた。

「しっかりしてくれないと困るんだよねぇ。『言われたことを言われたとおりにしかできない』なんて、新人じゃああるまいし。一応ウチ、世間じゃあ一流商社なんて言われてるんだよ」

　そして吉川は、たった今、美奈が提出したばかりの書類を指先で摘まんで揺らしてみせる。紙に皺がより、折れ曲がってもお構いなしだ。

「そりゃあ僕は言ったよ。マグサ自動車損保さん──新しい取引先の情報を調べて資料にまとめてくれ、ってさぁ。でもこれ、基本プロフィールしか書かれていないよね。しかもペラ一枚？　これくらい、僕だって一時間あれば調べられるんだよ。なのにきみは二日も時間があったのに何してたのかなぁ」

「お言葉ですが──」

　つい美奈は口を開くも、手を上げて制されてしまった。

「人の話を最後までちゃんと聞くのは、社会人として最低限のマナーじゃないかい？」

　吉川はもう一度大げさにため息をついて、口元を歪める。深く嘆いているように見えるが、どこか、演技っぽくも見えた。そのままこちらに一切の弁明も許さずに、言葉を浴びせかけてくる。

「確かにねぇ、僕は先週ここの部署に来たばかりさ。まだ僕のやり方を理解してもらえていないのもわかるよ。でもねぇ、退職した前の部長……あー、名前は忘れたけど、確か女性だったのかな。『女の子』同士は馴れ合ってたのかもしれないけど、僕はそんなに甘くないんだよねぇ。それに副部長の……あー、こっちも名前忘れたけど、彼もまだまだ若造じゃあないか。だからこの部署の『トップ』であり『年長者』の僕は、責任持ってキッチリ結果だけで評価させてもらうよ。わかったかな？」

「……はい」

　返事をするとすぐに、吉川は放り投げるように書類を返してくる。書類はデスクの上を滑り、美奈の足元へと落ちた。『マグサ自動車損保の基本プロフィール』から始まる文書は、もうぐしゃぐしゃになっている。

「やり直しね。待ってあげられるのは明日の朝一がギリギリだよ、明後日には先方に会わないといけないんだからねぇ」

「わかりました」

「それじゃ、行っていいよ。せめて担当者の趣味と人柄くらいは調べておいてね」

　まるで犬でも追い払うように、頬杖をついたまま戸口を指し示す吉川。

　美奈は書類を拾い上げ、深く頭を下げてから背を向ける。

　そして、




「こちらが『詳細』な資料となります」




　取手つきＡ４ファイルケースを、そのまま吉川のデスクに置いた。それだけで、ドンッ、と重々しい音を響かせる。

　二センチの厚みはある書類束を挟んでいるのだ。当然ながら、かなりの重量があった。

　吉川は上体を仰け反らせ、目を丸くする。何度も書類と美奈の顔を見比べて、

「ほ、本条くん、これは？」

「ですから、詳細な資料です」

　あくまで淡々と言葉を返し、どうも理解力のない部長のために、書類の文章に指を滑らせていく。

「先方の趣味や人柄は当然として、好きな食べ物、行きつけの店、家族構成や休日の過ごし方、一日の基本スケジュール、ペットの名前、調べられる限り網羅しておきました。あと、私どもと同じく先方との契約を狙っている企業の情報も、僅かではありますが含めています」

　言葉を切り、美奈は、自分より下の位置にある吉川の顔を見下ろした。

「──二日間何をしていたかと問われれば、日常の業務の合間にこれを調べていた、としか答えようがありません」

　特に睨んだつもりもなかったが、美奈は柔らかな表情を作るのが苦手で、上背もある。吉川は怯えたように、身を縮こまらせた。続く声も、震えている。

「な、なんで、最初からこれを出さなかったのかな……」

「見てのとおりこの厚みです、不必要な情報も多いでしょう。いきなりこれを突きつけてもご迷惑だと思い配慮したのですが、基本プロフィールをお渡しした途端にお話を始められたので。さて──」

　美奈は書類から手を離し、背筋を伸ばす。

「仕事を完璧にこなすことは、私が自分に課しているルールです。今後もちゃんと結果は出して行きますので、よろしくお願い致します。吉川新部長」

「あ、ああ……」

「失礼します」と腰を折り、美奈はさっさと足を進めて部長室の扉に手をかけた。

　しかし最後に、振り返る。

「僭越ながら申し上げます」

　呆然としていた吉川はもう一度ビクッと震え、目を向けてくる。

　美奈はあくまで親切心から、口を開いた。

「『人の話を最後まで聞くのは、社会人として最低限のルール』かと。では、失礼します」







「……何をしてるんですか？」

　美奈が部長室を出た途端、目にしたのは、扉や壁に貼り付くように大集合している同じ部署の同僚や部下達だ。

　最初は気まずそうにしていたが、しかしすぐに、晴れやかな笑顔を向けてくる。

　なんとなく、察した。

「吉川部長も嫌われたものね……」

　あの態度ではそりゃあ嫌われるだろうが、着任早々これでは苦労することだろう。美奈は同情からため息をついて、眉間を指でほぐした。

　皆を仕事に戻るよう促しながら、美奈も自分のデスクへと戻る。パソコンに卓上カレンダーなど、仕事に必要な最低限のものしかないが、ここに座るとホッとできた。

　変な話、家よりも家にいるような心地だ。

「あの、本条さん」

　しかし、休む間もなく同僚の女性社員が声をかけてくる。

「えっと……時間があれば、事務の派遣さんのシフト管理を手伝って欲しいんですけど。お願いできますか？　いきなり部長に押しつけられて……」

　すまなそうに声のトーンを低くする同僚。そんな風に言われてしまうと、断り切れない性分だ。

　……でも同期なのだから、もう少し気軽に接して欲しいのだが。

　美奈は相槌を打ちながら、使い込んでヨレヨレになったスケジュール帳を開く。

　現時刻は九時半。朝から部長の説教を受けたお陰で、すでに予定が押している。どこかで調整する必要がある。

「夕方になってしまうけど、構いませんか？」

「は、はいっ！　何時頃に……？」

「そうですね……。十四時から会議があって、十五時から報告書のまとめ。十六時からは愛の告白♡で、その三十分頃から連絡しないといけない場所がありますから──」

「え」

　ぽかん、としている同僚。

「え？」

　美奈は彼女のリアクションの意味がわからず、顔を上げて眉根を寄せる。

　しかしすぐにハッとした。スケジュール帳を閉じ、膝の上に置いて、咳払い。

「──気にしないでください。では、十七時頃からでいいでしょうか」

　なんとか平静に誤魔化そうとしたが、羞恥で顔が熱くなった。きっと真っ赤っかになってしまっているだろう。

　本条美奈、二十七歳、独身。

　仕事一筋の毎日、恋愛を知ることもなく生きてきたが……。

　もしかしたら今日、それが変わるかもしれない。







　スケジュール帳に『愛の告白♡』などと書いたのは、断じて美奈ではない。

　しかし犯人に心当たりはあるので、取り敢えず──

「美奈ぁー、叩くことないじゃーんー……。いったぁー……」

　キッチリと、お仕置きを加えておいた。

　隣席の犯人、鈴木あかりはデスクに突っ伏したまま、ふてくされたような顔を向けてくる。

「あのさぁ、あたし一応女子なんですけどー。しかも美奈より若いぴっちぴちな──あだっ！」

　スパーン、と。振り下ろしたパイプ式ファイルは、我ながら良い音がしたと思う。

「勝手にスケジュール帳を見ないで、って言ってるでしょう。あなたも懲りないわね」

「にしし。いいじゃん、あたし達友達なんだしさ。友達はお互いのことなーんでも知ってるもんよ」

「だからって、書き足すのは非常識じゃないかしらね」

「親切心よー」

「余計なお世話よ」

　あかりと話している最中に額を指で揉んでしまうのは、もう習慣のようなものだった。頭が痛くなる。

　後輩なのに敬語を使わない、という部分は彼女の性格だから別に構わないが、それ以上に悩まされる点が多すぎる。

　しかし残念ながら、社内で一番気楽に話せるのがあかりであることは間違いない。

　美奈は仕事がかなりできるほうだし、背が高くスタイルもいい。しかしそれゆえに、同性からの嫉妬ややっかみを受けることも多かった。

　そうでなくとも近寄り難い雰囲気があるようで、仕事のことで頼ってくれる者は多くても、友人として親しくしてくれる者は極めて少ない。

　けれど、あかりは数少ない例外だった。自由で開けっぴろげで、積極的に関わろうとしてくれる。美奈の性格上あまり口には出せないが、とても嬉しかった。

　……なにかと余計なことをしてくるのは、たまにきずではあるが。

「でーもー」

　あかりはデスクに頬を押しつけたまま、下から覗き込むように見上げてきた。にひー、と意地の悪い笑顔が浮かんでいる。

「告白は事実じゃん。ラブレター書いたじゃん。気分はどうなのじゃん？　しかもお相手は──」

「その話は後でね。それと、仕事中に婚活サイト見るのやめなさい」

　あかりのパソコン画面を一瞥してから、美奈は立ち上がった。

「どこ行くのー？」

「コーヒーよ。カフェオレ？」

「いぇす、よろしくー」

　ほぼ毎日しているやり取りの後に、国内事業部オフィスから廊下へ出る。すぐ近くにある格安自販機でブラックコーヒーとカフェオレを購入し、両手に持った。

　カップで出てくるタイプで、しかも両方ホットだ。一度にふたつ持つのは、少しつらい。

「一緒に来させれば良かったわね……」

　と、後悔するのもいつものことである。うまくバランスを取りながら、なんとかオフィスへ戻る扉に辿り着いた。

　しかし。

　ドンッ、と。誰かとぶつかってしまう。

「熱っ……！」

　カップから中身が零れ、手を焼いた。

　美奈はよろめき、さらにヒールの踵が何かに引っかかって、大きく仰向けにバランスを崩す。手放してしまったカップからは、灼熱の液体がひっくり返──




　後ろからしっかりと支えられ、そして、温かな熱を背に感じる。




「──大丈夫か？」

　後ろ髪をくすぐる、低く響く男の声。

　ハッとして振り返ると、長身の自分よりも高い位置にある、綺麗な黒い瞳とぶつかった。眼鏡越しの切れ長の双眸は理知的で、それでいて今は気遣わしげな光を湛えている。

「桐生きりゅう副部長……」

　女性の目を引く整った顔立ちは、穏やかに微笑みかけてくれた。しかし、次の瞬間には、一転して厳しい表情になる。

「待ってください、部長。人にぶつかっておいて、何も言わないのですか？」

　桐生の言葉で初めて気付いた。たった今ぶつかってきて、逃げるようにその場を去ろうとしていたのは、吉川部長だった。

　吉川は足を止めたが、

「前も見ずに歩いていたのは、本条くんだろう？　気をつけなさい」

　それだけ吐き捨てると、さっさと歩き出してしまう。

　……言いたいことは色々とあるが、確かに自分の不注意もあった。それに今朝のこともあるし、吉川から好印象を持たれているとは思っていない。ここは、ことを荒立てるべきではないだろう。

　美奈は素直に、吉川の背中に頭を下げる。それでおしまい、になるはずだったが、

「美奈に──本条に謝ってください」

　桐生が吉川の腕を掴んでいた。吉川は乱暴に振りほどこうとするも、桐生の手は離れない。

「危うく、本条は大火傷をするところだったんですよ。確かに彼女にも落ち度はあったでしょうが、あなたが謝らない理由にはならない」

「さ、三十そこそこの若造の癖に、僕に説教を──」

「年齢になんの関係があるんですか。そのような理由でしか人を測れないのであれば、私はあなたを軽蔑します」

　桐生の声は落ち着いていたが、僅かに震えていた。激情を押し殺している。

「せめて一言、言葉にできませんか。それだけで構わないんです」

　心の底から、憤ってくれていた。

　しかし、ここはオフィス前の廊下だ。「何事か」と、人が集まり始めている。

　美奈は慌てて、桐生の腕に手を置いた。

「副部長。もういいですから……」

「しかし──」

　ここで初めて、桐生は周囲の状況に気付いたらしい。ようやく、吉川を解放する。

　吉川は野次馬達の冷ややかな目に見送られ、何も言わずに立ち去った。

「……すまない。熱くなった」

　桐生は俯き、眼鏡のブリッジにしなやかな指で触れた。僅かに頬が赤らんでいるように見える。

「いえ、ありがとうございました」

「礼を言われるようなことは、していないさ」

　と、そこで桐生の胸ポケットからコール音が鳴る。社内用に支給された携帯電話だった。

「海事部とのミーティングか……。また後でな、本条」

「はい」

　桐生は美奈の頭に一度手を載せると、野次馬に「何でもないから、戻れ」と声をかけながら去って行く。

「──あいっかわらずイケメン過ぎじゃん。桐生先輩！」

　入れ替わるように傍にやってきたのは、あかりだった。

　興奮気味な彼女の言うとおり、桐生の社内人気はかなり高い。解散しつつある野次馬の中からも、女性社員同士のキャーキャーと盛り上がる声が聞こえてくる。

　それらについ、苦笑いが浮かんでしまう。

「副部長自身は、ご自分の人気に気付いていないようだけど」

「そこが良いんじゃないー。イケメンで鈍感とか、鉄板過ぎてキュンキュンくるわー」

「はいはい」と適当に相槌を打ちながら、美奈は取り落としたふたつのカップを拾い上げる。床に零した中身については、掃除のおばさんを呼んでくるしかないか。

「ごめんなさい、あかり。また買い直してくるから」

「へっ？　や、それは気にしなくていいけど。──んー……」

　あかりはいきなり顔を寄せてくると、じぃー、っと至近距離から見つめてくる。吐息が吹きかかるほどに近い。

「……何？　何かついてる？」

「美奈ってさ、ほんっとドライだよね。というか天然だよね」

　突然の悪口に、怒るより先に困惑した。

　あかりは「あっ！」と声を出し、慌てたように両手を振る。

「べ、別に変な意味じゃないよ、ごめんっ。あたしは美奈のこと大好きだし」

「あ、うん」

「でもさ、もーちょっとここは桐生先輩談義で盛り上がるトコじゃん？　なのに零れたコーヒートークにチェンジって……」

「そうなの？」

　がくり、とあかりは肩を落とした。かと思えば勢いよく顔を上げて、鼻先に指を突きつけてくる。忙しい子だ。

「だって──」

　あかりは周囲を伺いながら、潜めた声で、言った。

「ラブレターのお相手って、桐生先輩じゃん」







　桐生貴たか之ゆき。

　三十二歳、独身。国内事業部、副部長。

　仕事はできるし、大人で誠実な人物。とても面倒見がよく、社内での人望も厚い。

　そしてただ優しいだけではなく、たとえ相手が上司であろうと毅然とした態度で立ち向かえる芯の強さ。年長者にも、彼を高く評価している者は多い。

　当然ながら女性社員からの人気は高く、一部女性社員で行われている『理想の上司ランキング』では、毎年堂々の一位。

　しかし桐生自身は仕事以外のことは鈍感であり、モテている自覚はないようだ。女性社員の中では「そこがいい」という結論になっているらしいが。

「──そんで美奈にとっては、入社当初からずっと面倒を見てもらっていた恩人で、仕事のノウハウを叩き込んでもらった教師でもある、と。確かに似てるもんね、美奈と桐生先輩」

「そう？」

「似てるじゃんー、部長をバッサリ言葉で斬り捨てるところとか。あとお肉一枚もらうねー」

「ダメ」

　伸びてきたプラスチック箸を割り箸で迎撃し、美奈は社食ランチ〝Ｃセット〟の載った盆を対面のあかりから遠ざける。

　あかりは「けちー」と口を尖らせるが、そんなことで大事なおかずを譲りはしない。

「お肉が欲しいなら、その手作り弁当に入れてくればいいでしょ。またそんな野菜とか春雨ばっかり……」

「これはヘルシー弁当だもーん。栄養たっぷりお肌つやつや。お弁当スキルで女子力アップ。イケメンの心を鷲掴みよ！」

「一昨年から言ってるわね、それ。報われなくとも一途に打ち込める熱意は尊敬するわ」

　今の皮肉は結構効いたらしい。あかりは、机上に額を押しつけるように力尽きていた。

　まぁどうせ十秒後には復活するので、気にせずに話を続ける。

「そんなことより、本当にうまくいくの？　あたしに任せて！　って言うから、任せたけど……」

「うん、大丈夫！」

　予想通り、あかり復活。箸を持つ拳をぐっと握り、そしてＶサイン。社員食堂の賑わいに負けないくらいの声で熱弁を振るう。

「すでに掃除のおばちゃんを通じて、桐生先輩のロッカーに手紙を入れてもらってる。はず！」

「はずって……」

「だってあたしは男子ロッカーに入れないし。確認できないじゃん」

　一気に不安になる。キッチリとした裏付けのなさに、そわそわする。

「でもやっぱり、ラブレターなんて古くないかしら。今時は高校生でもメールで済ませるって聞くし」

「逆にこういうのが燃えるんだってば。あたしに任せておけば大丈夫。美奈はこっち方面のことはなーんにも知らないんでしょ？」

　こればかりは、頷き返すしか無い。いくら統計や手段などのデータを調べ尽くしたところで、結局は実践に勝る知識はないのだから。

　少なくともあかりは、結果はともかく、実戦経験だけは豊富である。と信じている。

　と。

　頭の上に、何か軽いものが乗った。誰かの手の平だ。しかし後ろを振り返ってみても、誰もいない。

「なんの話をしてるんだ？」

　その声と、椅子を引く物音は隣からだ。「わっ」とあかりの驚き声も聞こえた。

　長身の美奈よりも高い場所にある、端麗な横顔。

　桐生貴之、その人だった。彼がテーブルに置いたランチは、美奈と同じＣセットである。

　桐生の様子を見る限り、まだラブレターを見てはいないようだ。だから美奈もいつも通りの調子で、一礼を返す。

「お疲れ様です、副部長」

「ああ、お疲れ様。本条、右手を貸してみろ」

　いきなりそんなことを言われ、不思議に思いながらも箸を置いて右手を差し出す。

　すると桐生は、その手首を掴んだ。美奈が驚いて硬直している間に、やんわりと自分のほうへ引き寄せる。

　大きくて、少し硬くて、それでいて温かい手。

　どこからともかく「きゃぁ」という女性の声が複数生まれた。その内のひとつは、あかりである。

　美奈は特に気にしないし、桐生のほうもそのようだった。しかし、彼は別の理由で眉根を寄せる。

「……やっぱり、少し腫れているな」

「え？」

　言われるまで気付かなかった。美奈の手の甲、人差し指と中指の根元辺りが、赤く腫れてしまっている。コーヒーを零したあのときに、火傷していたらしい。

　桐生の指先が、労るように患部を撫でる。ピリッとした刺激を感じて、くすぐったかった。

「もう遅いかもしれないが……」

　そう言ってポケットから取り出したのは、新品のバンドエイドの箱だった。

　皺ができないよう丁寧に貼ってもらって、なんだか気恥ずかしい。思わず手を引こうともしたが、桐生の顔は真剣そのもので、動かせない。

「──よし。腫れが引かないようだったら、会社の医務室なり、病院に行くんだぞ。……パッケージには火傷にも効くと書いていたが、それで完治するかはわからないからな」

「すみません……。ありがとうございます」

　桐生の微笑みに釣られるように、美奈も微笑み返す。

　昔からだが、やっぱり桐生の近くにいると安心する。美奈に兄弟姉妹はいないが、兄がいればこんな感じなのだろう、と思う。

　自然と表情が緩んでくるし、仕事でギスギスする心も癒やしてくれるのだ。桐生が副部長に昇進して忙しくなってからは、そんなに話せてないけれど……。

　そうだ、桐生は忙しいのだ。いちいち後で時間を取らせるなんて、失礼すぎる。

「副部長、少しお話しが」

「うん？」

　豚肉の薄切りを口に運んでいる最中だった桐生は、その状態で停止し、振り向いた。

「もしよろしければ、私と結婚をぜ──」

「美奈ぁっ！」

　ガタンッ、とテーブルが激しく揺れた。あかりが椅子を蹴り、勢いよく立ち上がったからだ。

「どうしたの、あかり。社員食堂だからって、もう少し静か──に……？」

　あかりは美奈の言葉を無視し、小走りでテーブルを回り込んで来た。そして問答無用で襟首を強く掴まれる。

「桐生先輩、ちょっと美奈借ります！」

「お、おう……。仲良くな」

　桐生と食堂にいた社員達に見送られ、美奈は引きずられるように連行される。

　辿り着いた先は女子トイレだ。

　あかりは美奈の両肩を掴み、鬼気迫った顔を向けてきた。美奈のほうが背が高いから見上げられる形なのに、怖い。

「美奈、あんたなに考えてんのよ！」

「何って。ここで言っておいたほうが、副部長に余計な時間を取らせないで済むと思って」

　美奈は大真面目に答えたのだが、あかりの表情は珍妙にひん曲がった。『何言ってんだこいつ』とでも言いたげに。

「あのね、別にあたしの考えた計画のとおりやる必要もないけど、もうちょっとムードとかタイミングとかがあるじゃん」

「良いタイミングだったじゃない。昼休憩の間なら、仕事に支障が出ないでしょうし」

「だから、そういうことじゃなくて……」

　あかりは色々と言いたげに口を開閉させるも、言葉にできないようだった。







　美奈は恋を知らなかった。

　二十七年間ずっと学業と仕事一筋で。彼氏どころか、異性を好きだと思ったこともない。

『ときめき』とやらも知らないし、恋愛そのものについてもよくわかっていない。

　ハッキリ言えば、今現在も恋人が欲しいわけではない。が──

「──心配しなくても大丈夫だから、お母さん。ちゃんと良い人も見つけるから。……うん。それじゃあ仕事中だから切るよ。身体、気をつけてね。お父さんによろしく」

　携帯電話を切り、ひとりため息をつく。

「別に大丈夫なのに……」

　二十代後半になっても、恋愛経験皆無+彼氏ナシという現状。美奈自身が良くても、両親は心配でたまらないらしい。

　学生時代は夜遊びもせず、頑なまでに校則と門限を守り、ひたすら勉学に打ち込んでいた姿勢を両親は喜んでくれた。「自慢の娘」とまで言ってくれた。だからずっと頑張ってきた。

　なのに、今になって「少しは遊びなさい」「男を作りなさい」なんて。両親の気持ちはわかるが、些か勝手ではないか。

　それでも両親を安心させるように行動してしまう美奈自身も、甘いのだろうけれど。

「そろそろ、時間ね」

　給湯室奥の壁にかかった時計を見上げ、呟いた。

　十五時五十分。

　あかり監修のもとに書いたラブレターの内容は、『好きです、付き合ってください。十六時に給湯室でお待ちしています。　本条美奈』である。その時間まで、あと僅かだ。

　美奈は扉を背にして、胸に手を置きながら大きく深呼吸。恋愛感情がわからなくとも緊張はする。たったの十分が、長く感じられる。

　と。

　背後で扉が開く。

　来た。足音が近づいてくる。

　……よし、大丈夫。自分はいつも通り冷静だ。

「返事を、聞かせてもらえますか？」

　美奈はゆっくりと、振り返った。










　同時刻。

　掃除用務員の休憩室では──。

「──それでねぇ、美奈ちゃんのお手紙をロッカーに入れるよう頼まれたわけなのよ。松さん」

「あらやだぁ、ラブレター？　いいわねぇ。ロマンチックじゃなーい。若いって良いわねぇ、梅さん」

「うふふ。若い子の恋を助けてあげるのも、年寄りの大切な務めよね」

「それでそれで。一体誰のロッカーなのよう？」

「誰かはわからないのよねぇ。この会社のロッカーって番号しか書いてないでしょ？　ほら、このメモには『０１１０』ってあるけど、名前は書いてないのよー」

「……あら？　ねぇこれ『００１１』って書いてるわよ？」

「えぇ？　──あらまぁ、本当だわ。最近、細かい文字が見えづらくてねぇ。歳は取りたくないものだわぁ」

「またまたぁ、梅さんったら。私達もまだまだ若いわよう。最近は女の人を狙った物騒な事件も起こってるし、狙われちゃうかもぉ？」

「きゃあっ、もう……。松さんは大企業にお勤めのご亭主がいるんだから、守ってもらえるでしょう？」

「無理よあの人じゃ。ついさっきだって、部下に虐められた、なんてだけで落ち込んでメール送ってきたのよ。情けないったらありゃしない、帰ったら喝入れないと……」

「あらぁ、苦労してるのねぇ……。はぁぁ、どこかに『一生守ってあげます！』なんて言ってくれる、素敵な若い子はいないのかしら……」










「俺、本条さんを一生守ります！」

　彼はキラキラと光る眩い瞳に美奈を映して、力強く手を握ってきた。

「呼んでくれたらいつでも絶対に駆けつけますし、絶対に幸せにします！　あ、ちょっと前後しちまいましたけど、お付き合いは全然ＯＫです！　俺のほうからも、よろしくお願いします！」

　元気で大きな声には抑えきれない喜びが込められていて、心の底からの言葉であることがわかる。美奈よりも少し低い位置にある顔も、満面の笑顔だった。

　うまく整えきれていない乱れた髪と、あどけなさが残っている顔立ちは、きっと年下だろう。ネクタイやスーツも新しいことから、今年入ってきた子かもしれない。

　子供っぽい……というより、子犬っぽい感じのする子だが、少なくとも印象は悪くない。思わずこちらも、釣られて微笑んでしまいそうになる。

　が、美奈の表情は強ばったままだ。




　──誰だ、この男。




「間違えた……？」

　呟きは、口の中だけで消えた。





２章




　大おお神がみ優ゆう斗と。それが、彼の名前らしい。

　二十三歳。独身。営業部の新入社員。

　人懐っこい性格で周囲から可愛がられているが、学歴は平凡で、仕事面でもそこまで優秀なわけではない。

　実際、同期の社員が経験のためにと他部署へ異動になる中、ひとりだけ営業部に取り残されている。

　別に彼が極端に無能というわけではなく事情があるようだが、今は営業部で雑用のようなことをやらされているらしい。

「──愛嬌もあって可愛いし、顔もそれなりにイケてるから、あたしも目はつけてたけど……。美奈、聞いてるー？」

「聞いてる」

「……大丈夫？」

「大丈夫」

「……美奈。割り箸、逆さまじゃん」

　あかりに指摘されて、箸の持ち方を元に戻す。しかしすでにランチのおかずを幾つか摘まんだ後だったので、手が汚れてしまった。仕方なく逆さまのまま食事を続ける。でも何を食べても味がしなかった。

　パサパサにしか感じられない豚肉を咀嚼していると、あかりが大仰にため息をついて、身を乗り出してくる。

「もう！　やっぱ大丈夫じゃないじゃん！　なんでその場で『間違いだった』って言わなかったのかなぁ」

「言えるわけないでしょ。あんなに大喜びされちゃ……」

「いつも仕事じゃ、ずばずば斬り込んで言いたいこと言ってるじゃん。変なとこで甘っちょろいんだからぁ！」

「言う必要のあることだから言ってるの。情で仕事に支障をきたすわけにはいかないし、割り切ってるだけよ」

　美奈の口からも、大きなため息が零れ出る。今日だけで何度目だろう。

　大神に間違えて告白してしまってから、一日が経過していた。一晩眠れば解決策が思い浮かぶと思っていたが、そんなことはなかった。むしろ、ヘタに時間を置いたせいでさらに言いづらくなってしまっている。

　営業部と国内事業部はオフィスの階層が違うし、社員食堂にも大神は姿を見せていない。だからまだ今日は一度も顔を合わせずに済んでいるが、いつまでも延ばし延ばしにもできない。

　頭が痛い。あかりとの会話以外でこんなにも苦悩したのは、久しぶりな気がする。また、ため息が漏れた。

「あ、あのさ、美奈」

　気遣ってくれるのか、差し向かいに座っていたあかりが隣に移って来た。

「桐生先輩じゃないとダメ、ってわけじゃなかったんでしょ？　彼でも良いんじゃない？」

　美奈は予想外の言葉に驚き、咳き込んで箸を取り落としかける。

　しかし、背中を撫でてくれるあかりの手には、労りの気持ちが込められていた。おふざけで言っているわけではなさそうだ。

「結果オーライじゃん。あたしなんてここ最近、合コン行っても空振りばっかりなのよぅ。ほら、元気出して」

「──そういうわけにもいかないわよ、大神くんにも失礼だし……」

　確かに美奈は恋愛を知らないし、恋人を作ろうと思ったのも両親を安心させるためだ。

　桐生を選んだのだって、人間的に信頼していて、同じ職場で互いの勝手も知っているから、という理由が大きい。結婚に発展したとしても、仕事を続けさせてもらえるだろう、という狙いもあった。

　あえて言葉を選ばないのであれば、損得勘定を重ねた結果、最も理想的な男性が桐生だったのである。恋愛感情については、付き合い出してから自ずと生まれるだろう、と判断した。

　──で、結果がコレだ。

　損得勘定で人を選んだ時点で負い目はあったし、さらに人違いの相手をそのまま恋人に、だなんて。見境がなさ過ぎて自分でも恥ずかしいし、もし大神が事情を知ったら傷ついてしまう。

「とにかく、大神くんのほうは自分で考えるから。今はそのことに触れないでくれる？」

「……ん、そっか。わかった」

　あかりは渋々、頷いてくれる。

「そういえばさ、今朝もニュースでやってたんだけど。まだ解決してないみたいだね、アレ」

　話題を切り替えてくれたことにはホッとしたが、その内容に顔を顰しかめてしまった。

「狼男事件のこと？」

「そうそう。アレって職場の近所じゃん。物騒だよねぇ」

「ええ、物騒な話よね。だからもうちょっと明るい話のほうが嬉しいんだけど。なんで連続強盗暴漢魔の話題を引っ張ってくるのよ」

　美奈がげんなりして言葉を返すと、さすがのあかりも気付いてくれたようだ。

　あかりは舌を出しながら「ごめんごめん」と謝罪したものの……、

「そういえば、狼と大神ってなんか似てるよね」

　やっぱりあかりは、あかりだった。

　もう美奈は何も言葉を返さず、『どうすれば大神を傷つけないように事情を説明できるか』に考えを巡らせる。

　せめて、話が広まる前に伝えないと……。







「聞いたぞ本条、優斗と付き合い始めたんだってな」

　危うくコーヒーを自分のデスクに噴き出すところだった。

　ギリギリのところでなんとか押し留め、飲み干し、勢いよく振り返る。

「お、おお……。すまない、驚かせるつもりはなかったんだが」

　桐生のほうが驚いていた気がするが、彼は頭を掻きながら謝ってくれる。

　そして「これを返しにな」と、ＵＳＢメモリをデスクに置いた。以前、美奈が貸した物だ。

　しかし美奈はそちらを一瞥することもできずに、桐生の顔を凝視してしまっている。

「ふ、副部長。どこで、その話を……」

「優斗本人から、だな。今朝方、電話が掛かってきてな、大喜びで報告してくれた」

　その口ぶりから、どうやら桐生と大神には個人的な親交があったらしい。これは想定外だった。

　間違いだと説明したいが、桐生は話を続けてしまう。

「正直言って、半信半疑だったんだがな。見栄を張ったり嘘をついたりする奴じゃないが、勘違いという可能性はある。……けど、その反応を見る限り、本当のようだ」

「えっ？　あ……」

　墓穴を掘ったらしい。

「あいつはいい奴なんだが、お人好しすぎて危なっかしいんだ。けど、お前になら安心して優斗を任せられるよ。頼んだぞ」

　そんな嬉しそうに言われると、心が痛む。どんどん事態が悪化している現実に、めまいすら感じた。

　しかし、桐生の次の言葉で、頭の中のモヤモヤは一気に吹き飛ぶことになる。

「あいつも相当に嬉しいらしくてな。もう仕事の間もずっと同僚に自慢しているらしい──お、どうした？」

「少し席を外します」

　それだけ言い残し、美奈は早歩きでオフィスを後にする。廊下に出たときには、もう駆け足になっていた。

　早く手を打たないと、色々と手遅れになる！







「本条さーん！」

　営業部のオフィスに足を踏み入れた途端、こちらが呼ぶ前に、明るく弾む声が飛んで来た。

　振り向くと、大神が駆け寄ってくる。とてもとても嬉しそうで、満面の笑顔だ。なんか犬っぽかった。

　しかし、すぐに大神の後ろから怒鳴り声が追いかけてくる。

「くぉら、大神ぃ！　コピーはまだ終わらんのか！」

「す、すみませんっ！」

　身を竦めて、慌てたように振り返る姿も、どこか犬っぽい。

　大神は美奈に「すみません、ちょっと待っててください」と言い残し、コピー機のほうへと走っていった。

　美奈はしばらくオフィス入り口で待つことになったが、その間中、何度も「大神ぃ！」「大神ぃ！」との声が響き、その度に大神は駆け足で声のするほうへ向かっている。印刷した書類をプリンターへ取りに行ったり、コーヒーを淹れに行ったり、殆ど休む間もなく動き続けていた。どうやら本当に雑用をやらされているようだ。

　そして、約十分後。

「お待たせしましたっ！」

　大神は最初と同じ笑顔で戻ってきた。あれだけ動き回っていたのに息ひとつ乱していない。小柄な身体の割には体力があるのかもしれない。

「本条さん、俺になんか用事ですかっ」

「まだ、あなたに用事とは言ってないけど……」

「う……。違うんですか……？」

　途端、大神は表情を暗くして、がっくりと肩を落としてしまった。

　美奈は慌てて、言葉を重ねる。

「い、いえ、違わないわ」

「本当ですかっ。うわ、俺、すごい嬉しいです！」

　一転して表情を輝かせる大神。無邪気な瞳はキラキラとしていて、もし尻尾がついていれば凄まじい速度で振り続けられているはずだ。

　なんてわかりやすい子だろう。つい、苦笑いが浮かぶ。

　美奈は「少し彼を借ります」と営業部の人間に許可をもらい、大神を連れて自販機コーナーへと向かった。

「あのね、大神くん」

「はいっ」

　改めて向かい合うと、すぐには言葉を続けられなくなる。

　こちらを信頼しきったような顔を向けられて、目をそらしてしまう。

　でも、言わなくては。カラカラになる口の中を唾液で湿らせて、口を開く。

「その……。こ、後悔してない？」

　しかし出た言葉は、結局、えらく遠回しだ。大神は頭の上に『？』を浮かべて首を傾げている。

「ほら、私って仕事人間で、あなたより四、五歳も年上よ。だからもし私に気遣ってＯＫしてくれただけなら──」

「そんなことないですよ！」

　大神は、大きく一歩、距離を縮めてきた。思わず後ずさってしまうが、彼は美奈の手を両手で包み込む。

「俺、ずっと本条さんのことが好きだったんです」

「えっ？」

「会社説明会での姿を見たときから、ずっと好きでした！」

「あ、そ、そんな大声で言わないでよっ」

　ちょうど女性社員らが自販機コーナーの傍を通り過ぎ、くすくすと笑っていた。恥ずかしくて恥ずかしくて、顔が熱くてたまらない。

　しかし大神は、言葉を続ける。

「ピシッとした佇まいに、浮ついていた就活生を言葉ひとつで大人しくさせた言葉の鋭さ。もう一目惚れです。カッコよすぎます。俺、女の人があんなにキラキラして見えたのは初めてです！」

「そ、そう」

「あ、もちろんカッコイイ部分だけじゃあないですよ。派遣さんにも新人さんにも警備員さんにも分け隔てなく丁寧に挨拶したり声をかけるところとか。この前も掃除用務員さんが気分悪そうにしてたら、みんな遠巻きにしてるのに率先して声をかけたりとか」

「それは……当たり前のことじゃないかしら」

「いいえっ。本条さんは仕事もすごくできるのに、ちゃんと周りの人のことも見てるからすごいです。それに、とても優しいんです！」

　どうしよう、大神の中で自分はえらく美化されているようだった。

「他にも、いつもデスクの上が綺麗に整っているところとか、オフィスのシュレッダーがパンパンになる前に捨てに行ったりとか、多忙でデスクに貼り付いたままの同僚の席にさりげなく飲み物置いたりとか、気配りができてて──」

「ま、待って。なんであなたが国事部オフィスのことを知ってるのよ」

「あ、えっと……」

　大神は頬を赤らめて、目をそらしながら頭をぽりぽりと掻く。見た感じは少し乱れている黒髪だが、シャンプーの良い匂いがした。

「俺、雑用で色んな部署に書類を持ってったり、取りに行ったりしてるんです。たまに国事部のフロアにも行ったりして、通りがかったときに、本条さんいるかなーって覗いたり……」

「……ごめんなさい、それは気付かなかったわ」

「いいんです！　俺、本条さんの姿見られるだけで、その日すげー頑張ろうってなるんです！」

　純粋さにキラキラと光る瞳が、急に濡れる。なんと大神は涙ぐみながら、微笑んでいた。

「でも、でも、本条さんのほうからお付き合いを申し出てくれるなんて、もう、夢のようで……。何かの間違いだったんじゃないかって、朝、目覚めるのが怖かったくらいです」

　間違いだった。なんて言えない。このタイミングで言えるわけがない。

　言おうとしても、喉のところで引っかかってしまう。

「夢じゃないことは、確かね……」

「はい！　夢じゃないです！　今だってわざわざ、本条さんが会いに来てくれましたし！」

「……そうね」

　自分が行動すればする度に、事態が悪化している。美奈は乾いて強ばった笑みを返すしかなかった。

　元より感情を表に出すのが苦手だから、きっと今の表情はかなり引き攣っているだろう。しかし大神は、笑顔を返してくれた。

「それに──」

　その笑顔が近づいてきて、思わず美奈は身を引き、目を閉じてしまう。

　しかし、感じたのは大神の息づかいと、鼻息だけだった。くん、くん、と。

　というか、うっすら目を開いて見てみると、匂いを嗅ぐのがメインのようで、

「──本条さんって、すっごい良い匂いがするんですよ！」

　すぱん、と軽く引っぱたいておいた。ちょっとこの子、変態なのかもしれない。

　そして今のやり取りをまた別の女性社員に見られてしまい、くすくす笑いが遠ざかっていく。「仲いいわねー」とか「いちゃいちゃしちゃってー」という声が聞こえてくる。

　もう美奈は耐えられず、逃げ出すようにその場を後にした。大神の声が後ろから追いかけてきた気がするが、足は止めない。

　……でも。

　自分のことを見てくれていたのは、嬉しかった。ちょっとだけ。







「いや。喜んでる場合じゃないのよ、私……」

　美奈はトイレの洗面台に両手をつき、鏡に映る自分の顔を睨み付ける。我ながら怖い顔だった。

　時刻は就業時間を過ぎて間もなく。仕事中は集中することで現実から目を背けられたが、ひと段落してしまうとそうもいかない。

「これ以上、引き延ばしても事態は悪くなるだけよ。明日もこのままじゃ、絶対に良くないことが起こるわ。……よし」

　今度こそ、と。美奈はトイレを後にすると、営業部のオフィスへと向かった。

　一度ちゃんと腰を据えて話をする必要がある。ことの顛末を詳細に説明して、誤解を解かなければならない。

　今晩、どこか食事にでも誘おう。

　歩きながら、腕時計に視線を落とす。十八時十分。大神は雑用でも正社員だし、きっと残業しているだろう。

　そうでないにしろ彼の性格を思えば、仕事が終わって美奈に会いに来ないわけがない。『夢じゃない』と確信した今なら尚更だ。

　──と、思っていたのだが。

「……え、帰った？」

　営業部オフィスに、大神の姿はなかった。







「優斗は定時ぴったりには帰るんだ、家庭の事情らしくてな。聞いてなかったのか？」

　国内事業部へ戻る途中、エレベーター内。偶然にも乗り合わせた桐生は、そう教えてくれた。

　聞いてない。が、そういえばあかりが大神について教えてくれた際、何か事情があると言っていた気がする。

　なるほど。確かに定時に絶対帰ってしまうのなら、重要な案件等は任せづらい。雑用がメインになってしまうのも仕方ないのか。

「あとは、月に一度は必ず休みを取る。これも家庭の事情みたいだが……」

「それでよく、会社は正社員として受け入れましたね」

「俺が個人的に推薦した、というのもあるだろうがな。優斗はあの人柄だから、他人から好印象を受けやすいのかもしれない。それに雑用係は居て困るものじゃないし、ウチの営業部は業績もかなり良い。雑用係を置くだけの余裕もあるんだろうさ」

　気配りや配慮のできる若者が減っている、とはよく聞くが。それゆえに、気配り専門の係を置いたと思えば、無理やり納得できないこともない。

　それに業績が良いということはそれだけ忙しいということだし、多忙であればあるほど、痒いところに届く手も欲しいのだろう。

「優斗には連絡先を聞いているんだろう？　もし知らないのなら、俺から教えるが。美奈になら教えても問題ないだろうしな」

「いえ……。大丈夫です」

　仕方ない、また明日にしよう。なんて自分に言い訳している辺り、弱いなぁ、とため息が出た。

　自分の弱さから目を背けるように、話の方向を切り替える。

「大神くんとはどこで知り合ったんですか？　入社を推薦したりと、ずいぶん仲が良いみたいですが」

「ん、あぁ。俺がまだヒラの頃にな。外回りの途中で入った昼飯屋で、重要書類をカバンごと置き忘れたことがあってな……。いや、俺も若かった」

　若いで済まされることじゃない気もするが、桐生は情けなさそうに頭を掻く。

「で、それに気付いたのが特急電車に乗ったときだったんだ。しかも財布は持っていたが携帯電話をカバンに入れたままでな、先方にも店にも連絡ができずに、正直焦ったぞ」

「副部長にも、そのような時期があったのですね。意外です」

「よく言われるよ。で、すぐに降りた停車駅のホームで、俺のカバンを持った優斗に出会ったんだ」

「……はい？」

　ちょっとした超展開に、美奈は変な声を上げてしまった。しかし桐生はそれを笑うことなく、肩を竦める。

「大丈夫だ、俺もまったく同じ声と表情になってからな、当時は。どうやら俺が店にカバンを置き忘れたのを見ていたらしくてな、わざわざ追いかけてくれていたようだ」

「でも……どうやって追いついたんでしょう、特急電車に」

「あいつは『走ってきた』と言ってたぞ」

　……。

「きっとタクシーを使って、俺に気を遣わせまいとしたんだろう。……親交はそこからだな。実際に会うことは少なかったが、当時学生だったあいつに、人生の先輩としてメールで相談に乗ってやっていた感じだ。まぁあいつは良い奴だから、俺の仕事の愚痴とかも聞いてもらってたりしたけどな」

「なるほど……。ありがとうございます」

　程なくエレベーターは国内事業部のあるフロアに到着し、オフィスへと戻る。今夜はもう少し残業して帰るとしよう。

　と。

　自分のデスクの上に、身に覚えのない物が置かれていた。

　ホットの缶コーヒーに、コンビニで買ってきたと思われるお菓子。そして一枚のメモだ。




　お先に失礼します。

　お仕事頑張ってください。

　でも頑張りすぎて身体を壊さないように気をつけてください。　大神優斗




「……どっちなのよ」

　呟きながらも、思わず、小さく笑ってしまった。





３章




　会社を出たのが二十時。その後溜まっていた買い物や用事を済ませた頃には、すっかり夜も更けていた。

「二十二時、か」

　美奈は携帯電話の液晶で時刻を確認して、呟く。しかしポケットにしまおうとしたところで着信があった。

　母親だ。

「はい、もしもし。どうしたの？」

　駅への道を歩きながら、携帯を耳に当てる。

　話題は──やっぱり、恋人を作れとか、そういった内容だった。大神のことは言えるわけがないし、いつも通り母親を宥めるしかない。

　しかし、仕事終わりで疲れているし、不毛な繰り言への苛立ちもあって声は大きくなってしまう。夜遅いとはいえ駅へ続く大通りは人も多く、多くの視線が突き刺さってきた。

　仕方なく、美奈は人影の少ない脇道へ入る。

「──本当に大丈夫。縁談とかいいから、そっちに戻る時間もないし。それじゃあ、うん、もう遅いから。お母さんもちゃんと寝てね　お父さんにもよろしく。……ん、おやすみ。ありがとう」

　会話を切り上げ、電話を閉じる。

　気がついたら、辺りにひと気はなかった。ここは車が入れない道なので、エンジンの音もしない。

　並ぶ街灯の間隔も広く、光が灯っていないものすらある。ジジ、と音を立てて点滅していたり、かなり不気味な雰囲気だ。

　正直、少し怖い。

「早く帰らないと」

　遠回りになるが、この道からでも駅には着くはず。美奈は足早に先へ進んだ。

　しかしすぐに後悔する。先に進めば進むほど明かりは少なくなっていき、本当にこの道であっているのか不安になってきた。自分の足音以外何も聞こえず、ただ時折、どこか遠くから電車の走る音が聞こえてくるだけ。

　美奈は一旦足を止めて、携帯電話を開く。こんな職場の近所で使うことになるとは思わなかったが、ＧＰＳアプリを起動させた。

　と。

　背後から足音が聞こえる。

　それ自体は、別に問題ない。自分しか通らない道なんてないのだから。

　ただ、その足音が急に聞こえなくなったことは、不審に思った。

　振り返ったが、誰もいない。暗がりで見えないだけかもしれないが。

　美奈はＧＰＳで道が正しいことを確認して、携帯電話を握りしめたまま歩き出す。

　すると、後ろの足音もまた聞こえてくる。

　もう一度、足を止める。

　また、後ろの足音も止まった。

　……今度は振り返ることができない。

　幽霊や暗闇を恐れるほど子供ではなかったが、気のせいで済ませるほど楽観的でもなかった。頭の中では、最近聞いた話題のひとつが思い浮かぶ。

　狼男事件。

　狼男と呼ばれる者による、連続強盗暴行事件。

　絶対にそうであると決まったわけではない。しかし美奈が歩行を再開すると、やはり後ろの足音も再開される。

　これは、いけない。

　美奈は堪えきれず、駆け足になっていた。

　が、後ろの足音も駆け足になる。やはり気のせいではない。

　できうる限り全力で走っているが、運動不足とヒールを履いているせいで思ったより前に進まない。すぐに息が切れて、喉と横腹も痛む。

　背後の誰かも、もう隠れるつもりはないのだろう。確実に、そして足早に迫ってきていた。走るのに必死で振り返ることはできない。まだ何メートルも距離があるのか、それとも、今にも肩を掴もうとしているのか。

　息づかいが聞こえる。男の息づかいだ。低く響くそれは、獣の喘ぎにも聞こえてしまう。

　ダメだ、もう、そこまで迫ってきている。

　美奈は走って走って走って──




　強い、風が吹き付けた。




　車のクラクションに、慌てて足を止める。

　直後、目の前を車両が横切っていった。

「ぁ……」

　駅に到着していた。二十四時間営業の飲食店やコンビニの光でとても明るく、酔っ払い達の大騒ぎや、たむろする若者達の笑い声が聞こえてくる。

　そこでようやく、美奈は振り返った。

　真っ暗な道があるだけで、誰もいない。

　しかし、身体の震えは本物だった。全身がじっとりと汗ばんで、乱れた呼吸はなかなか整ってくれない。

　美奈は力の入らない手で、ポケットを探る。さっきまでは煩わしかった母の声が、無性に恋しかった。電話したかった。

　ところが、

「あ、あれ……？」

　ない。

　携帯電話が、どこにもなかった。

　走っている途中に落としたのだろうが……、あの暗闇へ探しに戻る勇気はなかった。







　美奈は翌朝、いつもより一時間早く出社した。

　携帯を無くした以上、万が一遅刻しても会社に連絡できないからだ。昨夜の一件で眠りが浅かった、というのもあるが。

　会社のエントランスに人の姿は少なく、警備の人間と清掃用務員のおばさんがいるくらいだった。

　彼らに挨拶をした後に、エレベーターに乗り込む。普段の朝はエレベーターも混雑しがちなのだが、今は自分ひとりなので実に快適だ。

「取り敢えずデスクにバッグを置いたら、コンビニでプリペイド携帯を買って……」

　仕事開始までのプランを口の中で反芻しつつ、誰もいないオフィスへと入った。

　──いや、誰かいた。

「おはようございます」

「わぁっ！」

　人影は跳び上がり、すっ転び、尻餅をつく。普通に挨拶しただけなのに、えらく驚かれた。

　しかし美奈が眉根を寄せたのは、それに対する不快感からではない。

「……大神くん？」

「あ、ほ、本条さん！　おはようございますっ！」

　ぴしっ、と大神は直立すると、腰を深く折り曲げて元気の良い挨拶をしてくれる。

　それはとても気持ち良いが、当然の疑問は浮かんでくる。

「早い出勤ね。いつもこの時間なの？」

「えっ。いや、まぁっ。き、今日はちょっと……」

　歯切れが悪い。あからさまに目は泳いでいるし、額には玉の汗が浮かんでいた。

　そもそも、彼が国事部のオフィスにいるのはおかしい。雑用係とて、誰もいないこの場所で何をしているのか。

　……とはいえ、大神は桐生も信頼を置いている人物だ。美奈も彼が悪い人間だとは思っていないし、きっと何か事情があるのだろう。

「そう。営業部は大変ね、頑張って」

「き、恐縮です！　じゃあ俺、失礼します」

　そそくさと去って行く大神。美奈もそれを一瞥してデスクに向かおうとしたが、

「あ、大神くん」

「は、はい！」

　声をかけると、大神はぎくしゃくと振り返る。やっぱりどこか怪しいけれど、もう追及はしない。

「コーヒーとお菓子、ありがとう。美味しかったわ」

「え？　あ……はい。それなら、良かったです」

　大神はようやく、朗らかな笑顔を見せた。そして今度は自然な動きで一礼して、踵を返す。

　美奈も自分のデスクにバッグを置いて──息を呑む。




　失くしたはずの携帯電話が、置かれてあった。

　誰が、置いたのか。




　──大神は何しにここに来たのか。




「大神くん！」

「はいっ!?」

　つい声を荒げてしまい、大神がオフィス入り口のところで飛び上がる。

　しかし呼び止めたはいいが、美奈は次の言葉に迷った。口を開いたまま、数秒間考えて……

「あなた昨日の夜、何をしてた？」

「っ……！」

　大神は明らかに動揺していた。今まで以上に目は泳ぎ、頬や額に汗が伝っている。

「い、家に、いました……」

　声もまた、搾り出したかのように嗄れていた。

　たぶん嘘だ。美奈は質問を続けるべく口を開いたが、

「それじゃあ俺っ、雑用がありますからっ。失礼しますっ」

　それよりも早く大神は頭を下げ、走り去ってしまった。美奈も慌てて追いかけ、オフィスを出たが、

「いない……？」

　廊下の左右を見渡しても、いなかった。階段へもエレベーターホールへも距離があるはずなのに。どれだけ足が速いんだ。

　一体、何が、どうなってるんだろう。







「どの駅もなにも、優斗は徒歩出勤だぞ。美奈」

　午前中のスケジュール。プレゼンテーションの打ち合わせが終わって席を立つとき、桐生に何気なく尋ねてみたのだが。結果は怪訝そうな表情と言葉が返ってきただけだった。

「俺もあいつの住所は知らないが、多少遠くても一時間くらいかけて徒歩出勤する者は珍しくないだろう。健康のため、とかでな」

「……なるほど。お引き留めして申し訳ありません、ありがとうございました」

　美奈は桐生に一礼をしてから、踵を返す。が、後ろからぽんと肩に手を置かれ、呼び止められた。

　桐生は美奈の正面に回り込み、向き合う形になる。

「どうした、優斗と何かあったのか？」

　いつもは穏やかな微笑みを湛えている顔が、今は、真剣な眼差しを向けてくる。口元はキュッと引き結ばれ、本気で美奈のことを思ってくれているのがわかる。

　だからこそ、半端な懸念で心配させたくなかった。

「いいえ、なんでもありません」

　ハッキリと首を横に振って答えたが、桐生はすぐには解放してくれなかった。ただ、じぃっとこちらの目を見つめてくる。

　きっと普通の女性社員なら、くらりとしたり、頬を染めたりするのだろう。

　しかし残念ながら、美奈はそうはできない。ただ、無愛想な顔をするだけだ。

「……そうか。悪かった」

　釈然とはしていないようだったが、桐生は手を離す。

「だが、困ったことがあったら、いつでも相談してくれ。優斗は良い奴だが、あまり頼りにならないからな」

　そこでようやく、桐生は冗談めいた笑顔を見せてくれた。こちらも、表情を緩めることができる。

　恋愛という感情は、未だにわからない。けれどやっぱり、夫にするなら頼りがいのある桐生なのかな。と。

　打算的な考えだが、そう、思った。




「ストーカーっ？」

　あかりは箸で挟んでいた春雨を取り落とし、目を見開いた。

「声、大きいわよ……」

　しかし社員食堂を見回してみても、こちらに注目している者はいなかった。ここは元々騒がしいし、あかりは普段からうるさいので気にされていないようだ。

　あかりはため息をつくと、前屈みになって美奈に顔を寄せてくる。

「ちょっとそれ、例の狼男じゃないの？　大丈夫？　ちゃんと警察に被害届け出した？　なんならあたしも一緒に行くよ？」

　あかりには、昨晩起こったことを話していた。てっきり『そんなの気のせいに決まってんじゃん』などと流されると思っていたら、この真剣さだ。

　普段ふざけてばかりいる子だが、やっぱり友達なんだなぁ、と。嬉しくなる。

「ううん、私の気のせいかもしれないし。実際にはなんの被害も受けてないし」

「馬鹿ねぇ、ほんとに被害受けてからじゃ遅いんじゃん。ったく大神は何やってんのよ、カッコ仮でも一応彼氏なんでしょうが。こんな危ないニュースがバシバシ流れてんのに彼女ひとりで帰らせるとか、ありえないじゃん！」

　うがー、と両腕を振り上げて憤るあかり。その際、彼女の箸に突き刺さっていたニンジングラッセが宙を舞い、美奈のランチプレートに着地した。せっかくなので食べておく。

「彼には家庭の事情があるんでしょ、仕方ないわ。……このニンジン甘すぎるわよ」

　昨晩のことは教えたが、大神のことは伝えていない。理由は桐生のときと同じだ。良い友人だからこそ、心配をかけたくない。

「──っていうか」

　どこか遠くに怒りを迸らせていたあかりは、美奈へと視線を戻してくる。

「まだ別れてないわけ？　大神と」

「……うん」

「マジかー……」

　あかりは席に座り直すと、さりげない動きで美奈の豚テキを攫っていった。「ニンジンの分」と言い返されたので、追いかけようとしていた箸を止めてしまう。

「あー、肉っていいわぁ……。んでさ、もうそろそろ『間違えた』じゃ済まないと思うのよ。だってもう丸二日くらい経ってるじゃん」

「えぇ、そうかもしれないわね」

「だったら──Ｙｏｕ、大神とデートしてきちゃいなＹＯ！」

　あかりは突然、どこぞのラッパーのような身振りで言って来た。

　が、美奈には意味不明だ。首を傾げる。

「なんで、デートなの？」

「だーかーらー。デートして、振っちゃうのよ。大神のこと」

「え？」

「今時スピード破局なんて珍しくないじゃん。デートしてみて、『あなたとは合わない』とか理由つけて振ればいいの」

　つまり、『間違えた』という事実を隠して、普通の恋人として普通に破局した、という風に見せるわけだ。

「でもそれじゃあ、大神くんが可哀想じゃない」

「そうかもしんないけど、仕方ないじゃん。むしろ一番良い終わらせ方かもでしょ。大神は大好きな美奈とデートができて、そして自分のせいで振られたって思う。よくある失恋劇になるだけじゃん」

　本当にあかりに悪気はないようだった。それどころか、普段は見せない真面目な顔で野菜ジュースを音を立てて啜る。

「──それか、あたしが大神に伝えてあげよっか？」

「えっ。それは……」

「わかってる、コレは最終手段ね。でも延ばし延ばしにしても良いことなんてないじゃん」

　あかりの言うことは、筋が通っている。その上で、できるだけ美奈にダメージが来ないように考えてくれているのだ。

「デートかぁ……」

　それに……これは良い機会かもしれない。大神には携帯電話のことも聞きたいし、一緒に過ごすことで見えてくることもあるだろう。

　そんな気もないのにデートするのは躊躇があるが、こんな事態を招いたのは美奈自身の責任だ。

　あかりに任せるわけにはいかない。自分のことは、自分でキッチリ決着をつけないと。

「わかったわ。今度の日曜日に、大神くんとデートしてくる」





４章




　日曜日、朝。

　今日は休日だが、美奈は会社の前に立っていた。

　仕事のためではない。ここで大神と待ち合わせをしているのである。

　実際、今の美奈は私服姿だった。無難にジャケットにスカートを合わせているだけなのは、普段からファッションに関心がないからなので仕方ない。

　そして美奈の表情はいつも以上に無愛想だった。

　すれ違う休日出勤の者達からジロジロ見られるのがイヤだから、というのはある。

　しかしそれ以上に……デートなんて、人生初だったりするからだ。

「大丈夫よ、大丈夫。下調べは完璧だもの」

　自分に言い聞かせ、タブレット端末を手に取る。

　画面に表示されている表計算ソフトには、この町のあらゆる飲食店やデートスポットの名前がずらり。それぞれの横にはレビューサイトや情報サイトを元にした自分なりの一言評価を書き込んでおり、それぞれジャンル分けをして、必要予算で細分化し、さらに順位をつけている。全ての施設の住所は頭の中に叩き込んでいて、混雑する時間帯も把握済み。ついでにクーポンも入手済み。

　それらを加味した上でのデートスケジュールも、八パターン用意しておいた。全てがダメになることはないだろう。

　いずれも一朝一夕で調べたり用意したものではなく、仕事の接待用にストックしておいた情報を再整理し、デートプランに応用させたものだ。その辺のホームページや雑誌よりも正確で完璧で有用な情報が手元にある。

　これも接待の一種で、仕事のひとつと思い込もう。それだけでも、少しだけ緊張感がほぐれる。

　と。

　突然、視界が真っ暗になった。

「ぇ──」

「だーれだ」

　背後からの声。突然のことに美奈は反応できない。身体が硬直して、喋れない、動けない。

　程なく視界が元通りになり、犯人が正面に回り込んで来る。

「お待たせしました、本条さん。ビックリしました？」

　いつもの満面笑顔な大神だった。いつの間に背後にいたのだろう。まったく気付かなかった。

　大神は両手を顔の左右で広げて、ばぁ、などと言っている。心底楽しそうだ。

　しかし美奈が無反応でいると、その表情は徐々に曇っていき、顔色が赤くなっていく。

　やがて恥ずかしそうに、大慌てで両手を振り始めた。

「えっ、あっ、いや……。す、すみません、ちょっとしたおふざけのつもりだっただけでっ。け、決して本条さんへの嫌がらせとかそういうアレとは違くてっ」

　そこでようやく、美奈は我に返る。

「……いいのよ、大丈夫。驚いただけだから」

　やっぱり、仕事のひとつとして考えるのは難しそうだった。美奈は目の間を指で解し、ため息をつく。

　改めて大神に目を向けると、彼もまた私服姿だ。シャツの上にパーカーを羽織り、ジーパンを穿いている。派手な服装ではないが、美奈がビシッと堅い分、並んで歩くと違和感があるかもしれない。

　自分も着替えてくるべきだろうか。

　そんなことを考えていると、大神に手を握られた。いきなりのことに反射的に払おうとするも、大神の力は見かけによらず、強い。

「それじゃ、行きましょうか！」

「え、ええ。まずは──」

「俺に任せてください。さ、こっちです」

　これまた強い力で手を引かれ、美奈はその後ろに続くしかなかった。自信ありげな笑顔だし、任せてみることにする。

　向かった先は、駅だ。

　大神の購入した切符は、千円分を二枚。一枚は美奈に渡してくれたが、それでも駅ひとつふたつ分の値段じゃない。

「大神くん。どこまで遠出するつもりなの？」

「大丈夫です、任せてください。絶対に本条さんも気に入ってくれる……と思います！」

「絶対」で「思います」って、どっちなんだ。

　不安を感じながらも、美奈は改札口を通り抜けた。







　電車に揺られ、乗り換えて、また電車に揺られ、合計一時間ほど。

　聞いたこともない名前の駅で降りると、そこからさらにバスに乗って十分ほど。

　到着したのは──

「自然公園……？」

　頬を撫でた風は、草木の香りがした。

　見ているだけで目に心地良い、緑色。柔らかそうな芝生の原っぱが広がっていて、真ん中には涼やかな音を立てる巨大噴水。

　一角に設置された遊具では子供達が楽しそうに遊んでいて、ベンチにはその母親とおぼしき女性達が談笑している。

　普段生活しているコンクリートジャングルでは、絶対に見かけることのできない光景。

　家とオフィスと取引先だけの生活に慣れていた美奈にとっては、とてもとても、新鮮に感じられる場所だった。

「ここ、俺のお気に入りなんですよ。すごく嬉しいこととか、悲しいことがあったら、自然とここに来ちゃってます」

　隣に並ぶ大神は、頭の後ろで手を組みながら、心地良さげに表情を緩めている。

「匂いが好きなんです、すげー良い匂い。もちろんそれだけじゃなくて、音とか、草の手触りとか、そういうのも全部好きで。すごいリラックスできる、っていうか」

「だから」と、大神は美奈を振り向いて、満面の笑顔を咲かせた。

「絶対にいつか、本条さんを連れて来ようって。思ってたんです」

「……そう」

　わかる気がする。大きく深呼吸をすると、身体の中にこもっていたストレスが一気に抜けていくような、心地良さがあった。

「良い場所ね」

　美奈はずっと腕に抱えていたタブレット端末に目を落とし、バッグの中にしまった。







「大神くん。この辺りってコンビニはないのかな？」

　噴水縁に並んで座っていた大神は、驚いたように振り向いた。

「公園から出ればありますけど……。も、もしかして、飽きました？」

「違う違う。ただ──」

　そこで、お腹が鳴ってしまった。顔が熱くなり、大神から目を背ける。

　しかし大神が小さく吹き出したのを感じて、軽く彼を睨む。大神はすぐさま逃げるように顔を背けた。

　そもそも、昼は外食で済ませる予定だったのだ。市内でのデートに弁当持参する人なんて、そうはいない。と思う。

「い、移動に時間かかっちゃいましたもんね。そういうことなら……」

　大神は自分のバッグを探り、大きな包みを取り出して膝に乗せた。縛っていた風呂敷を広げると、タッパーが三つ重ねられている。

　ほんのりと香ったのは、肉の匂いだ。再び美奈のお腹が鳴る。

「よかったら、一緒に食べませんか？　ふたり分作ったんで」

　タッパーを開けると、焼いた豚肉とご飯のみ。いつも見ているあかりの弁当とは対照的な、実に男らしい内容だった。

　しかし、シンプルゆえに、美味しそう。口の中に涎が溜まっていくのがわかる。

「……いいの？　先に言っておくけど、私、結構食べるほうよ」

　普段から社食でも肉が多いのを選んでるし。

「もちろんです！　こんなんで良かったら、遠慮無く食べてください」

　タッパーをひとつ丸ごと渡される。遠慮するなと言われているのだから、遠慮はしないでおこう。

　まずは、割り箸で一口。

　濃い目の塩だれはとろみがあり、ネギの風味が鼻から抜ける。ご飯と完璧にマッチする味で、一口食べると二口目がすぐに欲しくなってしまう。

　年上として、そして女性として、できるだけ品良く食べようと意識できていたのは三口目までだった。タッパーを持ち、夢中になって肉とご飯を口の中に運んでいた。

　そして大神がこちらをじぃーと見つめていることに気付いて、ハッとする。慌ててタッパーと箸を膝の上に置き直し、咳払い。

「ど、どうしたの……？」

「いや。美味しそうに食べてくれるなぁ、って思いまして」

　にこやかにそんなことを言ってくるものだから、さらに恥ずかしくなる。

「はしたなくないかしら、私……」

「え？　どこがですか？」

　大神は心底不思議そうに目を瞬かせて、首を傾げた。

「俺、幸せそうにいっぱいご飯を食べるヒトって、大好きなんですよ。だってやっぱり、美味しいモノって美味しく食べたいじゃないですか」

「…………私もそう思う、気が合うわね」

　食事を再開する。さっきのような勢いは出せなかったものの、それでも速いペースで肉を口へ運んでいった。

　中身が残り三分の一ほどになったとき。ふと、大神のほうに目を向ける。

　残りふたつのタッパーが、いつの間にか空っぽになっていた。

　美奈は驚いて、喉にご飯を詰まらせてしまう。

「ちょっ、大丈夫ですかっ？」

　すぐに大神がお茶を飲ませてくれたので、大ごとにはならずに済んだ。

　同じく大神が渡してくれたハンカチで口元を拭い、呼吸を整えた後に、口を開く。

「あ、あなた。もう食べ終わったの？」

「あぁ俺、食べるの速いんですよ」

　照れ笑いを浮かべているが、速いというレベルではない気がする。

　などと考えていると。

　大神の指が、美奈の口元をなぞった。

「ひぁっ！」

　思わず変な声を出してしまう。

　しかし驚いたのは大神も同じだったようで、慌てて背筋を伸ばした。

「す、すいませんっ。米粒がついてたんでっ！」

　確かに、大神の指の上にはご飯粒がついていた。けどいきなりそんな……。

「言ってくれれば、自分で拭いたわよ」

「はい、申し訳ないです……。ん……」

　そして大神は、当然のようにそのご飯粒を食べる。美奈は思わずまた声を上げた。

「何食べてるのっ？」

「えっ？　何って、勿体ないですし。──ぁ」

　これは間接キスと言えなくもないんじゃ。

　大神も同じタイミングでそれに気付いたようだ。大神は顔を真っ赤にして、身体ごとそっぽを向いて頭を掻いている。美奈も美奈で、膝の上に握った手を置いて、俯いていた。顔が熱い。

　これじゃあまるで、恋人同士じゃないか。

　そのとき。

　美奈の足元にボールが転がってきた。軟式の野球ボールだ。

　続いて、遠くから「すみませーん！」と、子供の元気な大声が聞こえてくる。

　美奈は咳払いをしてから足元のボールを拾い上げ、隣の大神に差し出してみる。しかし身振りで美奈が投げるように促すので、

「よいしょ、っと」

　立ち上がり、我ながら下手くそな投擲モーションで、力の限り投げてみた。

　緩やかな放物線を描いたボールは、それでもなんとか子供達のほうへと飛んでいって……




　見事に手の中におさまった。

　……大神の。




「は？」

　ぽかん、としてしまう美奈。子供達も同様のようで、グローブを上に構えた格好で固まっている。

　一体どうやって追いついたのか。先回りしてジャンピングキャッチしたボールを手に、大神は駆け戻ってくる。そして笑顔で差し出してきた。

　しかもなんでまた投げて欲しそうな顔をしてるんだろう。犬か。

　もちろん、頭を引っぱたいた。

「あだっ！」

「早く返してあげなさい」

　大神を引きずりながら子供達のもとへ行き、直接手渡した。

　しかし子供達は、

「す、すげえええ！　お兄ちゃん超足速ぇー！」

「今、今、ちょー飛んだよな！」

「お兄ちゃん何っ？　スポーツ選手っ？」

　目を輝かせながら大神を取り囲んでいた。大神自身もまんざらではないのか、笑顔で受け答えをしている。

　やがて「一緒に遊ぼう」という流れになり、

「本条さんもやりましょうよ。野球！」

　大神は美奈にも話を振ってきた。

「わ、私はここで見てるから……」

「そんなこと言わずに。皆でやったほうが楽しいですよ！」

　笑顔で手を差し伸べる大神の後ろでは、子供達も頷いている。期待に目が輝いている。

　そんな風にされたら、断れない。

「……仕方ないわね」

　美奈は、大神の手を握った。







　とても、疲れた。

　美奈は木陰に屈み込み、荒い呼吸を繰り返している。横腹と、足が痛い。

「最近の、子供は……引きこもりがち、だなんて……誰が、言ったの……かしら……」

　とんでもなく元気じゃないか。どれだけ体力があるんだ。

　明日か明後日に来るであろう筋肉痛に絶望していると、足音が近づいてくる。

「本条さんー、生きてますー……？」

　顔を上げると、目の前には冷えたスポーツドリンク。その向こう側には、まったく疲れた様子のない大神の顔があった。パーカーこそ脱いでいるものの、息は全然切れていない。

　取り敢えず、「待って」と手を突き出す。

　激しい運動をしたら、最低一分はまともに喋れない。

「──ぁ、はぁ……はぁ……あなた元気よね……」

「身体動かすことだけが取り柄ですから。本条さんだって、良いホームランでしたよ」

　大神は照れ笑いを浮かべて、頭を掻く。

　そこへ、遠くから子供達の声が聞こえてきた。どうやら帰るところのようで、元気いっぱいに手を振っている。

　大神はそれに笑顔で応えており、美奈も立ち上がりながら小さく手を振り返した。

　しかし、

「お兄ちゃん、ばいばーい！」

「お兄ちゃんの奥さんもありがとー！」

「おしあわせにー！」

　なんて叫んできたものだから、美奈は硬直する。

「こ、こら！　大人をからかうなー！」

　大神が追いかける素振りを見せると、子供達は楽しそうに逃げ去って行った。大神も本気で追いかけるつもりはなかったようで、すぐに戻ってくる。

「……えと」

　気恥ずかしい沈黙。なんとなく、大神と目を合わせることができない。

「──あっ！　そうだ本条さん」

　大神のほうから話を切り出してくれたので、美奈も視線を戻した。

「この公園にはたまに移動販売車が来るんですけれど、そこのチキンサンドイッチがすごい美味いんですよ！　本条さんお肉好きみたいですし、絶対気に入ってくれると思います！」

「そう。……じゃあ買いに行きましょうか」

　さっき食べたばかりだが、身体を動かしたから小腹が空いていた。さっきの弁当も美味しかったし、それを作った彼が言うのだから……興味がある。

　美奈は大神に連れられて、公園の駐車場へ向かう。そこには確かに、派手な色のワゴンが駐まっていた。が、

「長い行列ね」

　長蛇の列、言葉通りの賑わいだった。

「いつもこんな具合なの？」

「そんなことは……」

　ふと、行列の最後尾近くにある置き看板が目に留まった。

　そこには『テレビで紹介された～』という意味の文章が書かれており、どうやらメディア露出効果によるものらしい。

　しかも、すでに幾つかのメニューは品切れらしく、サンドイッチの写真に赤バツがつけられている。残念ながら、チキンサンドイッチにもついていた。

　大神もそれに気付いたらしく、がっくりと肩を落とした。

「本条さんにも食べて欲しかったんですけど……」

　本当に落ち込んでいるようで、声も暗い。

　なんとなく。もし大神に耳と尻尾がついていたら、耳はペタンと倒れて、尻尾は力無く垂れ下がってるんだろうなぁ。と思った。

「気にしないで。また機会はあるわよ」

　美奈は、自然に大神の頭を撫でてあげていた。

　大神には少し驚いたようだったが、すぐに表情をへにゃりと緩ませて、とてもとても心地良さそうである。犬か。

　つい、美奈も口元を緩めてしまったが、同時に何か頭の中で引っかかっていた。

　何か、忘れているような……。







　楽しい時間を過ごしている内に、気付けば夕方になっていた。

　自然公園は夜が来る前に閉園してしまうようなので、美奈達も暗くならない内に市内に戻っていた。

　となると、ディナーは市内の店だろう。美奈は今度こそ自分の情報を活用させるべく、タブレットに手を伸ばした。

　が、

「それじゃあ、今日は楽しかったです！　ありがとうございました！」

　大神は、笑顔で言ってきた。

　てっきり夕飯も共にすると思っていた美奈は、面食らってしまう。

「まだ十八時だけど──」

　と、自分で言って気がついた。

　そうだ、大神はいつも定時──即ち十八時きっかりに帰るのだった。日曜日でも、それは変わらないのか。

「すいません、家の事情があるもんで……。ま、また良かったら誘ってください！　あ、俺からも誘って大丈夫ですかっ？」

　ええ、もちろん。

　そう言いかけて、重大なことを思い出した。

　このデートの本来の目的を、完全に忘れていた。別れ話どころか、携帯電話のことも尋ねられていない。

「あ、やべ。もう時間なので、俺行きますね」

「あ、あのね、大神く──」

　背を向けた大神に慌てて声をかけるも、足が止まってしまう。




　大神の振り向いた肩越しの眼光が、鋭かった。

『止めるな、ついてくるな』と言っている気がした。




　しかしそれも一瞬のこと。大神は身体ごと向き直ると、いつもの人好きのする笑顔を見せた。

「それじゃ、また会社で！　おやすみなさい！」

　大神は一礼した後に、行ってしまう。結局また、言い出せないままだ。

　追おうと思えばできるだろうが、踏み切れない。さっきの眼光のせいだけではない。

　今回のデートは心の底から楽しいと思っていたし、別れが惜しかったし、また一緒に出かけたいとも思ってしまった。

　そんな葛藤が邪魔をして、足が動いてくれない。大神の背中は、駅の混雑に紛れてどんどん離れてゆく。

　と、

「ぁ……」

　自分のポケットからはみ出しているのは、弁当のときに大神が渡してくれたハンカチだった。返すのを忘れていた。

「……返しに行く、ってことなら」

　それなら、追いかける口実になる。何を話すか、どう切り出すかは、追いついてから考えればいい。

　途端に足取りが軽くなる。美奈は大神の背中を追った。




　昼時はあんなに晴れていた空は、曇り出していた。

　遠くのほうから、低く重い雷音が響いてくる。
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　見失ってしまった。

　駅を出て、混雑を抜けて、ひとつ角を曲がったところまでは確かに大神の背中が見えていた。なのに、次の角を曲がったときには忽然と姿が消えていた。

　それからも近くを歩き回ってみたが、見つからない。電話とメールをしたが、反応はなかった。

　時刻はすでに二十時。

　空は真っ暗だ。

　いつの間にかまったく知らない路地に迷い込んでいるし、今日はあきらめて帰ろう。




　──という判断を、一時間早くできていれば。

　こんな目に遭わなかったに違いない。




　美奈は、走っていた。

　ただでさえ今日のデートで疲れていた身体を、さらに酷使する。

　頭痛がするし、視界は歪む。

　呼吸の度に横腹は痛み、太腿と足首も痛い。

　それでも、足は止められない。

　逃げているのだから。

　前のときと同じだ。後ろから足音が迫ってくる。

　闇に紛れて、獣の息づかいが聞こえてくる。

　絶望的な気分だ。

　必死に逃げてはいるものの、実は自分が都内のどこにいるかすらわかっていない。

　前のときは直進していれば安全な駅に到達できたが、今はどんどん深い闇に飲まれているような不安がある。

　疲労と恐怖でぐしゃぐしゃな頭を、必死で回転させる。

　どうすればこの状況から逃れられるか、考え続ける。

　どのみち、このままだと追いつかれる。

　後ろから襲われたら、どうにもできない。

　なら──




　立ち向かうしかない。




　美奈は路地の角を曲がったところで立ち止まり、振り返る。

　近づいてくる足音。美奈はバッグを思いっきり後ろに引いて──

「ええいっ！」

　人影が姿を見せた瞬間、その顔面にバッグの角を叩き込んだ。

　ビキィッ、という鈍い音は、バッグに入れていたタブレットが傷ついた音かもしれない。しかし相応の硬さと、不意打ちということもあって、威力は抜群だ。

　バッグを振り抜くと同時に、暴漢はひっくり返る。路面に強く背中を打ちつけ、一度だけうめき声が聞こえたが、動かなくなった。

「……よしっ！」

　思わず、小さくガッツポーズを取る。まさか子供達との野球で学んだバッティングフォームが役立つとは。息切れすら吹き飛んで、テンションが上がった。

　倒れた暴漢はパーカーのフードを目深に被っていて、顔は確認できなかった。

　しかしあえて確認はしない。ただでさえ激しい運動をして、くたくたなのだ。

　美奈は一刻も早く立ち去るべく踵を返して──しかし、足を止めた。

　パーカー？

　今日、大神が来ていた服も、パーカーだった。

　もう一度振り返ってみる。曇り空で辺りが暗く、月明かりも無いので正確な服の色合いまではわからない。それに、パーカーにジーパン姿というのも、別に珍しくはない。

　しかし、携帯電話の件や、さっき大神の姿を見失った件。まさか、の可能性がどうしても頭に浮かんでしまう。

　美奈は音を立てて唾液を飲み込み、ゆっくりと暴漢へと近づいた。




　背後で物音がしたのは、そのときだった。




「っ！」

　弾かれたように振り返ると、暗闇の中に新たな人影が現れている。

　ひとりではなかった。

　ふたり、三人、四人。

　気がつけば正面からも、ひとり、ふたり、三人。

　いずれも、男だ。

　狭い路地に、低く不気味な笑い声が響く。嘲るような、弄ぶような、ねっとりとした笑いだった。

　全身の毛穴がぱっくりと開く。悪寒が背筋を這う。汗が噴き出し、息が乱れる。

　美奈は男達から逃れるように後ずさるも、逃げ場はない。

　建物の壁に背中をぶつけて、動けなくなる。

　そこで、倒れていたパーカーの暴漢が起き上がった。フード越しに頭を振り、悪態をついている。

「──いってぇな……」

　その声は、大神じゃない。

　嗄れていて、低い。柔らかなテノールボイスな大神とは、全然違う。

　しかしそれがわかったところで、事態は何も好転しない。

「なっさけねぇなマサキぃ。それでも俺らのリーダーかよ」

「うっせぇ！　噛み殺すぞ！」

　ゲラゲラと品無く笑う男達に叫びながら、パーカーの男──マサキが大股で近づいてきた。

「よー、姉ちゃん。やーっと捕まえたぜぇ。威勢がいいなぁ」

　フードを脱いだマサキは、スポーツ刈りで、どう控えめに言っても人相が悪い。顔を寄せられ、吹きかかった吐息はなんともいえない不快な臭いがした。

　美奈は不愉快さから顔を背けるも、顎を掴まれ、強引に視線を戻させられる。痛みに呻き、相手を睨み付けるのが精一杯だ。

「前のときはまんまと逃げられちまったからよぉ、ずーっと狙ってたんだぜ」

　その手が、美奈の胸を鷲掴みにした。

　ぞわ、と鳥肌が立つ。

「ひっ……！」

　触れられたことで、我が身の危機がより現実的になってしまう。怖い、怖い、怖い！

「見れば見るほど上玉じゃねぇか、なぁ？　全員に回さなきゃいけねぇんだから、それまで気ぃ失うんじゃねぇぞ？」

　ぬらり、と光る舌。

　マサキは、それを美奈の頬に寄せてくる。必死に逃れようと身を捩っても、マサキの力はありえないくらいに強かった。ビクともしない。

「やっ……！　いやぁ！　助けて！」

　叫んだ。足掻いた。必死の思いで、叫んだ。

　──と。

　マサキは突然、振り返る。

「チッ！」

　荒々しく舌打ちをすると同時に、美奈を突き放すようにして、離れた。

　同時に。




　美奈の目の前を、大質量の『何か』が、高速で横切っていく。




　それは、自動販売機だった。




　まるで冗談のように宙を舞い、地面に叩きつけられてバウンドする、自動販売機だった。

　男達は必死にそれから身を守ろうとしたのだろう。全員が頭を両手でかばって蹲うずくまっている。

　続いて吹き付けてきたのは、強風。

　美奈は思わず顔を手で覆い、目を閉じてしまった。

　途端、美奈は誰かの腕に抱かれた。その力強さと強引さに、息が詰まる。

　誰の腕？

　それがわかる前に、浮遊感に襲われる。地面が足から離れてしまい、自分が今どうなっているのかがわからない。

　──やがて、もう一度足が地面に触れた。

　美奈は閉じていた目を開き、ゆっくりと顔を上げた。

　雲が割れ、月明かりが照らしたその顔は、




「……大神、くん……？」







　抱いてくれていたのは、大神優斗、その人だった。

　ただ──

「ここにいろ」

　大神の声で、しかし、大神らしからぬ命令口調。

　美奈は違和感を抱きながらも、改めて周りを見渡す。いつの間にか、暴漢達から離れていた。大神が抱えて連れてきてくれたのだろうか。

　しかし当の大神は、美奈に背を向けて歩き出していた。暴漢達のほうに向かって。

　美奈は慌ててその肩を掴んで、引き留める。

「何するつもり？　早く逃げなきゃ──」

「少し黙ってろ」

　強い語調。

　そして、肩越しに向けられる鋭い視線。

　美奈は腰がくだけ、その場に座り込んでしまった。

　何故だろう。あのマサキとかいう暴漢と対峙したときよりも、怖い。

　大神は膝を屈めて、美奈の顎を掴んだ。逃れようもない強い力で捉え、目を覗き込んでくる。

　その目は、仄かに金色に光っている、気がした。




「お前は俺のモノだ。黙って守られてろ」




　考えるより先に、美奈は何度も頷いていた。そう返すのが当然、であるかのように。

　大神は満足したように不敵に笑い、今度こそ美奈に背を向ける。しかし数歩も行かない内に、マサキ達に取り囲まれてしまった。

　マサキは暗がりでもわかるほどに眼光をギラつかせ、ひび割れた声には強い苛立ちが込められている。

「また、てめぇか……」

　しかし一方で大神は、余裕すら感じさせる態度だった。悠然とパーカーのポケットに両手を突っ込み、ありありと嘲笑のこもった声で紡ぐ。

「ああ、俺だよ。相変わらずくっせェ臭いを撒き散らしやがって。俺の美奈に移ったらどうすんだよ」

　大神はポケットから手を引き抜き、指の関節を鳴らした。それだけで、暴漢達の大半が逃げ腰となる。

　先ほどの自動販売機。まさか、大神が投げたものなのか？

「俺のモノに近づくなって、ほんの数日前にも教えてやったはずだが。まだ躾が足りなかったみたいだ。なぁ？」

　大神が、一歩踏み出す。

　暴漢達は、一歩退く。

「──感謝しろよ、雑種ども。《狼男》様が、直々に躾けてやるんだからなァッ！」

　大神は暴漢へと飛びかかり、狩りが、始まった。







　一方的だ。

　大神は信じられない程の膂りょ力りょく、俊敏さで、次々と暴漢をなぎ倒していく。

　暴漢達の数の有利など意味をなさず、ただ、打たれるのを待つ藁の人形のように、呆気なく倒されていく。

　暴力と怒声と、血と悲鳴。

　喧嘩などではない。一方的な狩りだった。

　美奈は呆然と見やりながらも、その頭はゆっくりと再起動を始めている。

　マサキの言動から察するに、美奈が以前に受けたストーカーは、マサキ達による犯行だったようだ。

　そしてそのマサキは、大神に「また、てめぇか」と言った。

　大神も「ほんの数日前に教えてやった」と言った。

　そこから導き出される推論はひとつ。




　美奈は以前にも、大神に助けられていた。




　大神があの場にいて助けてくれていたのなら、美奈が落とした携帯電話を拾っていてもおかしくはない。

　しかし疑問も残る。

　どうして助けてくれたことを秘密にする必要があったのか。

　何故、大神が《狼男》を名乗ったのか。《狼男》と呼ばれる犯罪者は、マサキ達ではないのか。

　彼は、何者なのか。

　──と。

　すぐ近くに暴漢のひとりが吹っ飛んできて、路上を転がった。

「ぁ……」

　美奈は我に返り、顔を上げる。

　もう終わっていた。

　すでに立っているのは大神ただひとり。上体を曲げて、荒い呼吸を繰り返していた。

　他の者は倒れてうめき声を上げているか、この場から逃げ去っている。

　美奈は立ち上がると、大神へと歩み寄っていく。今まで経験したことがない暴力の空気に脚が震えるが、なんとか、歩を進める。

　しかし、なんと声をかければいいのか。一度だけ視線を彷徨わせ、結局、出た言葉は月並みなものだった。

「……大丈夫？」

　美奈は、大神へと手を差し伸べる。

　大神は、その手を掴んだ。

　──とてもとても、強く。痛みすら感じるほどに。

「っっ！」

　美奈が手を引くよりも、大神の動きのほうが速い。

　視界が回転し、気がつけば美奈は路上に押し倒されてしまっていた。

　そして大神は、美奈の服に手をかける。

「お、大神くんっ！　ひっ……」

　抵抗する間も与えられない。呆気ない音を立てて服は引き裂かれ、肌が外気に晒された。

　そこで初めて、大神の顔を見る。

　月光を背に、大神は嗤っていた。

　情欲に目をギラつかせ、口角を吊り上げ、獣そのもののように。




《狼男》。

　彼自身が名乗った言葉が、頭の中で響く。




　大神は美奈の肩を押さえつけると、顔を近づけてきた。

　興奮で熱を帯びた吐息が、美奈の口元にも吹きかかる。思わず美奈も小さな呼気を漏らしてしまい、大神のそれと混じり合う。

　近い。もう、とても近い。

　視界には大神の顔しか映らない。

　だが、そこにいるのは、あの子供のように無邪気な笑顔を浮かべていた彼ではない。

　捕食者のように、非情な獣の顔だ。

　しかし。

　自分を抑え付けているその手は、傷ついていた。

　よく見れば顔にも打撲痕があるし、口の端には血の跡もついている。

　美奈のために戦い、傷ついたのだ。

　……とくん。

　胸が、鳴った。

　力が抜けていく。

　抵抗の意思が消えていくのがわかる。それどころか、むしろ、むしろ、

　──期待している？

　大神の体温を感じる。美奈の唇に、大神の唇の、熱が──

「あぐっ！」

　しかし、その前に美奈は苦鳴を上げてしまった。大神が掴んでいる肩に、一際強く指を食い込んだからだ。

　目が涙でにじみ、視界が乱れる。それも少しずつ元通りになってくれたが──

「本条さん……？」

　そこにあった大神の顔は、獣のソレではなくなっていた。

　瞳は金色のままだが、それ以外は、美奈もよく知っている大神に戻っていた。

　そして大神は目を見開き、息を呑む。

「お、俺……！」

　慌てたように立ち上がり、後ずさる大神。両手で頭を抱え、足元はふらついている。明らかに怯えている。

　状況が飲み込めない。美奈は上体を起こして、まずは宥めようと口を開く。

　しかしその前に、パーカーを投げ渡された。

「ごめんなさい……」

　大神はそれだけ言い残すと、走り去って行った。声をかける暇すら、ない。

　ひとり残された美奈は、呆然と座り込んだままだ。

　色んなことが一気に起こり過ぎだ。

　美奈の明晰な頭脳でも、それらを理解して処理するには、時間が必要だった。
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　帰宅してすぐ、美奈はベッドへ仰向けに倒れ込む。

　破れた服を捨てないと、とか。化粧を落とさないと、とか。シャワー浴びないと、とか。普段なら即座に行動できるようなことも、今はぼんやりと頭の中を巡るのみ。

　枕を手繰り寄せて、ぎゅぅ、と抱きしめる。その行動にどんな意味があるのか、自分でもわからない。

　ただ、熱い。

　ただ、胸が苦しい。

　激しい運動をした後のように、息苦しい。

「なんなのよ、一体……」

　呟いた声は、自分でも驚くほど熱っぽい。

　ついさっきまで、とても酷い目に遭ってきたはずなのに。布団にこもって震えてもおかしくない大事件だったはずなのに。

　それよりも先んじて頭に浮かんでくるのは、大神のことばかりだ。

　少年のような屈託の無い笑顔を見せてくれる大神。

　美奈に叱られて、子犬のようにしょんぼりと肩を落とす大神。

　子供達との野球に本気で取り組んで、汗を流して駆け回る大神。

　窮地に陥っていたところに駆けつけてくれた、果敢で、どこか暴力的な大神。

　そして、視界いっぱいに広がる、野性味のある笑みを見せる大神……。

「大神、優斗くん……」

　──とくん。

　また、あの感覚だ。

　名を呼ぶだけで、胸の奥が熱くなる。

　もし──大神にあのまま、最後までされていたら……？

　何気なく、自分の唇を指先でなぞる。

　あのとき、確かに感じた大神の熱。あれが触れたら、自分はどうなっていたのだろう。

「大神くん……」

　胸の高鳴りが心地良い。

　それでいて、落ち着かなくなる。

　今、何してるのかな？

　携帯に手を伸ばすが、さっきのアレを大神は気にしているかもしれない。連絡しても、応答はないかもしれない。

　……いや、気にしない方が、おかしい。

『気にしなくて良い』と思っている自分のほうがおかしい。

　大神が狼男事件の犯人という可能性もあるのに。

（私はおかしくなってしまった）

　感情と思考が噛み合わず、とても歯がゆい。いくら理屈を積み上げても、筋が通らない。

　と。

　携帯を探っていた手が、一枚の布を掴んだ。

　大神のハンカチだった。そういえば、返せていなかった。

　……決して深い意味は無いけれど、何気なく、顔に寄せてみる。

　微かに、大神の匂いがする。

　今、自分の身をくるんでいるパーカーと、同じ匂いがする。

　美奈はベッドの上でうつ伏せになり、内股を擦り合わせる。お腹の奥のところが、むずがゆい。

「大神くん、大神くん……」

　ハンカチを持っているのとは逆の手が、自然と動いていた。

　胸元からお腹へ、お腹から膝へ。膝から──

　指先が肌の上を滑り、撫で、擦る。

　切なくて、熱い。どうしようもなく熱い。

　瞼が重くなって、意識が無くなるまで、熱に翻弄され続けてしまった。




　ああ、もしかして、これが──

　私は、大神くんのことが──





７章




　絶対に嫌われた。

　大神優斗は会社への道を歩きながら、凄まじく落ち込んでいた。

　昨夜起こった事実だけを見れば、ただのレイプ未遂である。嫌悪するのが当たり前だろうし、警察に通報されてもおかしくはない。

　逃げるように家に戻ってから、何度も何度も謝らなければと思った。ずっと携帯電話を握りしめていた。

　しかし言葉は見つからなかったし、そもそも『夜は正常でいられない』から、また変なことを言ってしまう恐れもあった。

　なにより、苦悩しすぎて携帯電話を握り潰してしまったから、どのみちどうしようもなかった。

　それでも悩んで悩んで……気がついたら朝である。髪はいつも以上にボサボサだし、目の下にも隈ができている。

　正直、社会人としてありえない姿だが、会社を休むわけにはいかない。携帯が壊れた今、会社は本条との唯一の接点なのだから。

「本条さん、会社に来るかな……」

　とにかく、本条に謝りたい。

　都合の良い話だとはわかっているが、できることなら本条と別れるようなことにはなりたくなかった。

　優斗は心の底から本条のことが大好きで、告白の手紙を見たときに『絶対に一生守る』と誓ったくらいだ。

　──ただ一方で、自分の事情を詳しく聞かれるのも怖かった。そこに踏み込まれたら、確実に遠ざけられる。

「あぁもう。なんて身勝手なことばっかり！」

　ボサボサの髪を掻き毟り、思い悩んでばかり。

　しかし悩んでいても、会社には到着してしまう。

　時刻は──始業時間まで、あと十五分。普段なら、絶対に本条は出勤している。

「気休め程度には、なればいいけど……」

　カバンとは別に提げているのは、昨日、買えなかったサンドイッチ入りの紙箱だ。幸か不幸か一睡もしなかったので、行列の最前列で購入することができたのだ。

　電車で片道一時間かかろうと、自分の脚力にとっては大した距離ではない。

　──よし。

　優斗は自分の顔を叩き、会社へと足を踏み入れた。そのまま向かうのは、自身の勤める営業部ではなく、国内事業部のオフィスだ。

「失礼します！」

　時間が時間だけあって、国事部のオフィスには人が多かった。前に本条の携帯をこっそり返しに来たときとは全然違う。

　だが、本条がどこにもいない。もう、始業時間まで十分もないというのに。

　入り口近くの何人かが振り返る。「誰だ？」みたいな視線を向けられ、居心地が悪い。

　しかし、

「優斗？」

　上座の大きなデスクに座る貴之が、こちらに気がついてくれた。知り合いがいるだけで、気持ちはだいぶ違う。

　優斗は国事部の人達に頭を下げながら、貴之のもとへ駆け寄った。

「貴之さん。本条さんって、出勤してますか」

「本条か？　本条なら、そこに……」

　貴之が指し示したのは、優斗も知っている本条の席。

　しかし、空席だ。バッグも置かれていない。

「妙だな。いつもならとっくに……。おい！　ちょっといいかっ」

　貴之はタイムカード近くにいる社員に声をかけて、本条の出勤を確認させる。

　まだ、出勤していないらしい。

「──珍しいな、あいつに限って無断欠勤はないだろうが。優斗、お前は何か聞いていないか？」

「ぅ……」

　聞いているどころか、身に覚えがある。

　やっぱり、本条はショックを受けているんだ。

　トラウマになって、部屋から出られなくなっているのかもしれない。

　自分の考えは甘かったのだ。それを、思い知らされた。

　何も言い返せない優斗の肩を、貴之は掴んでくる。思わず身を竦ませてしまったが、続く声色は、柔らかかった。

「おい、大丈夫か？　顔が真っ青だぞ」

　男から見ても、端正だとわかる顔立ち。黒曜石のような瞳。優斗を見つめる視線には、強い信頼と慈しみが感じられる。

　やっぱり、貴之は優しい。友人としての付き合いは長いが、いつもその優しさや、大人っぽさが羨ましいと思ってしまう。

　そして、貴之と本条は仲が良いのも知っている。

　自分なんかより、貴之のほうがよっぽど本条に相応しい。そんなことを考えたのも一度や二度ではなかった。

　優斗は後ずさるように、貴之から離れる。できるだけ表情を見せないように片手で顔を覆いつつ、言葉を続けた。

「だ、大丈夫、です。俺、行かなきゃ……」

　後ろから制止の声が聞こえる気がする。けど、水中にいるかのように鈍く響くだけで、よく聞こえない。

　とにかく、本条のもとに向かわないと。

　自分は本条の彼氏なのだから。

　守らないと。

　せめて、謝らないと。

「ちょっと待って」

　優斗は顔を上げる。

　オフィスの出入り口を塞ぐように、女性社員が立っていた。胸のネームカードには、鈴木あかり、と書いてある。

　優斗が口を開く前に、鈴木は言葉を重ねてくる。

「あんた、大神優斗だよね」

　疑問というより、確認の口調。

　そしてまた、返事をする間を与えてはくれなかった。

「ちょっと、美奈のことで話があるんだけど──」







●●







　寝坊した！

　美奈はエレベーター内の階数表示板を見上げ、腕時計を見下ろし、再び階数表示板を見上げる。普段なら気にもならない数字のカウントが、えらく遅く見えてしまう。

　始業開始時刻まで、もう十分を切った。タイムカード前の渋滞を思えば、本当にギリギリになるか……間に合わなくなる。

　遅刻すれば、当然理由を説明する必要があるが……、

「い、言えるわけないでしょ……っ！」

　思わず口に出してしまい、乗り合わせていた社員達の注目を集める。しかし全員が遅刻予備軍なので、すぐに全ての目は電光板に戻った。

　国事部オフィスのあるフロアに到着してすぐ、美奈は猛ダッシュを敢行する。なんだか最近、走ってばかりいる気がした。

　残り五分。大丈夫だ、間に合う！

　──しかし。

　美奈は、足を止めた。

　国事部のオフィスから出てきたばかりの、大神と鉢合わせになったからだ。

「あ……」

「あ……」

　どうしてここに。何故ここに。

　そんな疑問が浮かんだのも一瞬で、すぐ頭の中に溢れてくるのは昨夜の出来事。

　どうしよう、すごい気まずい。

　口が動かない。足が動かない。時間が凍り付いたみたいだ。

　とにかく、とにかく。喋らなくては。

　激しい運動後ゆえに乱れた呼吸も、少しずつ整ってくる。よし、よし、喋れる。

「あのっ」

「あの……っ」

　被った。

　美奈は、口を噤む。

　また沈黙が続くのか……と思ったが、

「昨夜は、すみませんでしたっ！」

　大神はフロア中に響き渡るような声で叫び、頭を下げてきた。

　一瞬、美奈は本気で驚き、『何か謝られるようなことをされたか』と考えてしまう。そしてすぐに、自分がおかしくなっていることを思い出し、頭を振った。

　美奈は努めて平静を装い、微笑みの形を作る。

「い、いいのよ。気にしてないから……」

　若干声がどもってしまったが、なんとか言葉を搾り出す。

「それに、助けてくれたじゃない。とても感謝はしてるけど、怒ってなんていないわ」

　大神は僅かに顔を上げて──上目遣いでこちらを見上げてくる。とても愛らしくて、子犬のようで、守ってあげたくなるような……。

　とくん。

　強い震えを全身で感じた。ぎゅぅと拳を握り、熱い吐息が漏れてしまいそうな唇を引き結ぶ。

　やっぱり、おかしくなっている。こんな風に目を向けられただけで。今までにない胸の高鳴りを覚えてしまう。

　大神はこちらを見つめたまま、不安げに口を開いた。

「本当に……？」

　か細く、吐息のような声。縋るような声。

　ダメだ、こんなの反則だ。身体の震えが、止まらない。頭が沸騰しそうだった。

　美奈は何度も、こくこく、と首を縦に振る。

「……そうですか。ありがとうございます」

　そしてこの笑顔だ。こちらまで嬉しくなってしまいそうな、暖かな日だまりのような笑顔。

　直視できない。視界に入れられない。でも見ていたい。我ながら今、絶対挙動不審だ。

　……しかし、心から安心した。

　大神のことをもっと知りたいと、そう思い始めたばかりなのだから。すぐに仲直りできて、本当に良かった。

「それじゃあ俺、営業部に戻ります。本条さんもお仕事頑張ってください！」

　そう言って駆け去る大神の背中を、美奈は見えなくなるまで見送っていた。

　──そして頭に落ちてきた軽い痛みで、我に返る。

「美奈、何をボーッとしてるんだ。遅刻だぞ」

　振り返ると、桐生が呆れた様に見下ろしていた。彼は美奈の顔を見たとたん、驚いたように目を見開き、さらに呆れ度合いを深める。

「……酷い顔だぞ」

　表情筋が緩みきっていたようだ。

　結局、遅刻の理由はただの寝坊ということで片付けてもらった。







　今日は、とても忙しい。

　新しい取引先との大口契約が、うまくまとまったらしい。橘商事全体としても大変喜ばしいことだし、国事部もそれに大きく貢献したようだ。

　しかし喜んでばかりもいられない。これからしばらく、あるいはずっと仕事を共にする先々へ挨拶に回らなければならないし、新たに幾つも書類を作成しなければならないし……。

　端的に言うなら、利益が増えれば仕事も増える。

　あかりでさえ、デスクに大量の書類を詰まれて、グチグチと言いながらも必死にキーボードを叩いていた。美奈が遅刻してしまったこともあり、まだ今日は一言も口をきいていない。




　きっかけは誤りだったけど、もう少しちゃんと大神くんに向き合ってみる。

　あかりの言ってたことに近いけれど。『間違えた』という事実を伏せて、このまま恋人になるのも視野に入れる。




　という報告をあかりにしたかったのだが、仕事の後になりそうだ。

　美奈自身も、朝から挨拶回りに出なければならない。アポが取れたスケジュールを見る限りでも、全部終わるのは早くとも夕方になる。

　今日はもう、大神に会えないかもしれない。

　美奈は会社のエントランスを出て、ため息をついてしまったが、

「本条さーん！」

　自分を呼ぶ声に顔を上げて、振り返った。いや、見上げた。

　三階の窓から身を乗り出して手を振っているのは、大神その人だった。遠目でもわかるほどの笑顔で、大きく手を振っている。

　低層の窓は開閉可能ではあるものの、基本的には開放厳禁だったはずだが……。

　しかし美奈は怒ったりするよりも、嬉しくなってしまう。同じくらい恥ずかしかったが、イヤじゃなかった。

　程なく、大神は「あ、やべ」みたいな様子で振り返り、引っ込んでしまう。

　たぶん誰かに見つかって怒られたのだろう。その姿を想像するだけで、笑みが零れる。

「さて、頑張りましょう」

　美奈は襟元を正し、待たせていたタクシーに乗り込んだ。

　ふと、以前の大神の言葉を思い出す。

　──俺、本条さんの姿見られるだけで、その日すげー頑張ろうってなるんです！







　なんとかスケジュール通りにことが運び、会社に戻れたのは十八時前だった。

　今日は残業の予定もないし、定時には帰る大神と少しは話ができそうだ。

　と、期待していたのだが……、

「みぃぃいいぃなあぁああぁぁ」

　デスクに座ったところで、隣席の困った友人──つまりあかりが膝の上に突っ伏してきた。

「終わらないぃ、へるぷみぃー！」

　身を起こしたあかりの顔は、なんというか、酷い。膝に突っ伏したことと涙で化粧は崩れて、目は真っ赤っか。声だってガラガラだ。

　あかりのデスク上には、まだまだたくさんの書類が積まれていた。あかりは元々作業のスピードが早いほうではないし、仕方ないのかもしれないが……。

　そんな風に頼まれると、断れない。

「わかったわよ。手伝えばいいんでしょ」

「あ、ほんと？」

　あかりはケロっといつもの顔に戻る。驚くことに涙も一瞬で乾いていた。

　呆れた目で見てしまうが、ツラの皮が厚いあかりは素知らぬ顔。すでに書類の半分を、美奈のデスクに移動させている。

「それじゃ、あたしトイレで化粧直してくるから。よーろしくーぅ」

　一切の悪びれもなく、手をひらひらさせて行ってしまった。

　たまに、なんで自分はあかりと友人関係でいられるのかと疑問に思うが……まぁ仕方ない。味方でいてくれていることには、変わりないのだから。たぶん。

　大神に会いに行くのはあきらめよう。押しつけられたとはいえ、仕事は疎かにできない。

　それに、大神のことだから──。

「本条さーん！」

　ほら、来た！

　モニターから顔を上げると、オフィス入り口のところで手を振っている大神の姿があった。

　美奈はすぐに立ち上がり、スカートの皺を伸ばしながら彼のもとへ。はやる気持ちを抑え、早歩きで近づいていく。

「何かしら？　今は仕事中なんだけど……」

　少し、突き放すような物言いになってしまったかもしれない。いつもの調子を意識したつもりなのだが。

「あ、す、すみません！」

　大神は頭を下げてくる。ああ、違う、責めたつもりじゃなかったのに。嬉しいのに。

　二の句を継げられずにいると、ずい、と目の前に突き出される取っ手つきの紙箱。

「あの、これ！　どうしても渡したくて！」

　首を傾げながらも受け取った紙箱は、少し重い。斑点状の模様がついた紙袋の上部には、見覚えのあるロゴと店名が書かれていた。

　すぐに、ピンと来る。

「自然公園の……」

「はい！　昨日のお詫び、ってのもありますけど……。美奈さんに食べて欲しくて。本当に美味しいんですよ」

「でもいつの間に？　あの公園、遠かったわよね」

　疑問を口にしただけだったが、大神は「あっ」と慌てたように目を泳がせた。

「あ、朝、早起きして、買ってきてたんです。ちゃんと給湯室の冷蔵庫に入れておいたから、たぶん、傷んでないですよ」

　確かに、箱はひんやりしている。

「そう。……ありがとう」

　紙箱を胸に抱き、心から出たお礼の言葉を口にした。

　欲を言うのなら、大神と一緒に食べたかったのだが、

「それじゃあ俺、もう行かないと」

　やっぱり大神は帰ってしまうらしい。

　寂しくて残念ではあるものの、美奈はなんとか表情を緩めて、こちらに背を向けた彼に声をかける。

「また明日ね、大神くん」

　一拍置いて、大神は振り返った。

「さようなら、本条さん」

　いつも通りの笑顔を見せてから、大神は去って行った。

　よっぽど急いでいるのか、その足取りは速かった。







　大神が去った直後。美奈がデスクに座るのと、あかりが隣に戻ってきたのは、ほぼ同時だった。

「やー、ごめんごめん。あ、その箱どうしたの？　ケーキ？」

『あたしにも分けてよ』と、視線が語っている。目ざとい子である。

「違うわよ、サンドイッチ。さっき大神くんが来てくれてね、私に、贈り物だって」

　私に、を強調しながら、紙箱をあかりから守るために膝の上に置く。

　てっきり不満の声が飛んでくるか、実力行使で腕が伸びてくると思ったが……。

　次の言葉は、そのどちらもなかった。

「へぇ、意外」

「そう？」

「うん」




　だってもう、全部話したのに。




「……え？」

　背筋を、冷たいものが伝う。

　あかりのほうを向くことができず、紙箱に目を落としたまま、言葉を返した。

「全部、って？」

　声が震えてしまっていた。最悪の予感に。

　予感よ外れろ、と心で叫ぶ。

　見当違いであるように、と祈る。

　しかし、

「そりゃ、告白がそもそも間違いだったってこと以外ないじゃん。美奈ったら、やーっぱり言えてないっぽかったしー」

　あかりの軽い口調に、めまいがするほどの苛立ちを覚えた。普段は気にならない軽い口調にも、今は、はらわたが煮えくりかえるほどの、怒りに駆られる。

　余計なことを。

　なんてことを。

　それらが爆発しないのは、怒りの矛先がお門違いであることがわかっているからだ。

　でも、心臓がやかましい程に鳴っている。不快な警鐘だ。息も乱れる。視界がブレる。

「──ぁ……」

　そして、気付いた。

　ブレていた視界の焦点が、一気に定まる。

　この紙箱にある、斑点の模様。

　しかしよく見れば、これは模様じゃない。

　染みだ。拭き取ろうとしたのか掠れているが、間違いない。

　水滴を上から落としたら、こんな染みがつくんじゃないか？

　──涙、とか。

「ちょっと、美奈っ？」

　気がつけば、オフィスを飛び出していた。







「おかけになった番号は、現在電波の届かない場所にいるか、電源が入っていま──」

　さっきから何度電話をかけても、これだった。

　本当に電波の届かない場所にいるのか、意図的に電源を切っているのか。

　気持ちに余裕の無い今の状況では、どうしても後者を強く想像してしまう。

　それに会社を飛び出したところまではいいが、美奈は大神の家を知らない。そもそも彼が自宅に帰っているのかもわからない。

　大神を酷く傷つけてしまった。酷く悲しませてしまった。最悪の事態まで想像して──

　ふと。

　大神との会話のひとつが、頭の中でリピートされる。

「悲しいことが、あったら……」

　美奈は、駅に向かって駆け出した。







　日はすっかり落ち、空はほんの僅かに光っているだけだ。

　それでもまだ、夜にはなっていない。

　閉園した自然公園の入り口に立つ後ろ姿に、美奈は大声で呼びかけた。

「大神くん！」

　後ろ姿──大神はビクッと肩を震わせ、勢いよく振り返った。暗がりでもわかるほどに、驚いている。

「ほ、本条さんっ？　まだ、仕事が残ってるんじゃ……。というか、なんでここが……」

　あの仕事はあかりが押しつけてきたものだし、やる義務はない。

　すごく悲しんだとき、ここに来るって言ってたから。

　──そう返事したいが、ここまで全力疾走だったのだ。その上に、大神の名を叫んだのだ。連日の走り続けで体中が痛いし、喉が痛いし、呼吸が整わない。声が出ない。

　大神は驚きから立ち直ると、小さく息を吐いた。同時に、呟きも漏れる。

「……やっぱり、直に言わなきゃ失礼か……」

　そして美奈が返事をする前に──深く頭を下げてくる。




「すみません、本条さん！　俺と別れてください！」




　突然で、不意打ちの内容だった。

「俺、本条さんのこと傷つけちゃいましたし……。彼氏失格だなって、あはは……」

　顔を上げて、頬を掻きながら、ばつが悪そうに言葉を続ける大神。

　何を言っているのだろう。

　事実を知っているのなら、「別れて」なんて言葉が出るのはおかしい。

　もっと、美奈を非難するべきなのに。

「それに俺……やっぱ本条さんには釣り合わないって思ったんですよ。俺じゃ、また本条さんを傷つけちゃいそうですし……。なんかすみません、身勝手で」

　大神は頭の後ろで両手を組んで、苦笑いを向けてくる。

　──まさか。

　まさか、このまま『自分が原因で別れた』としようとしているのか。

「ほら、貴之さんなんて、本条さんにぴったりじゃないですかっ？　俺、全力で応援しますよ！」

　ぐっ、と胸の前で拳を握る大神の言葉は、真剣そのものだった。本気で言っているようだった。

　やっぱりそうだ。

　全部知っているからこそ、美奈の最低な行為をなかったことにしてくれている。

　全部、自分の責任として処理しようとしてくれている。

　美奈は首を左右に振って、酷く痛む喉を酷使して、言葉を搾り出す。

「ちが、う……ちがう、の……」

　肺からうまく空気が出てきてくれない。声が大神まで届かない。

　視界が歪む。疲れのせいだけじゃない。頬を伝う冷たさは、涙だ。もっと呼吸が乱れてしまう。

　なんで自分は泣いているんだろう。

　罪悪感から？

　情けなさから？

　それに、声を出せたところで、今更なんて言えばいい？

『勘違いだったけど、好きになったから付き合ってください』なんて、身勝手すぎる。

　──答えが出ないうちに、大神は背を向けてしまう。

　肩越しに振り返ったその顔は、いつも通りに笑っていて、

「美奈さんとのデート、とっっっても楽しかったです！」

　最後まで、いつもの大神だった。

　大神が行ってしまう。いなくなってしまう。　声を。声を、出さないと。

　喉のところに片手を当てて、大きく大きく息を吸って、

「──ま、待って！」

　出た。

　嗄れた声だが、大神のもとに届いた。

　大神はすぐに体ごと振り返った。その顔は、どことなく、何かを期待しているような気がする。

　でも、だからこそ迷った。

　何を、なんて言えばいいのかと。

「あ……」

　結局、出た言葉は、まったく違う内容だった。

「あなたは、何者なの……？」

　途端、大神の表情が陰った。胸の奥が、ズキリと痛む。

　しかし大神はすぐに笑顔に戻って、静かに言った。

「《狼男》。化け物ですよ」

　その言葉を最後に、今度こそ、大神は姿を消した。

　あとに残ったのは、美奈ただひとりだった。




　夜が来た。

　遠くのほうから、動物の遠吠えが聞こえてくる。

　それはどこか、悲しげな響きだった。







　美奈は、国事部のオフィス前に立っていた。

　一体どうやって帰ってきたのか、よく覚えていない。ただ呆然と、無意識に、体が動いていた感じだった。

　頬にある違和感は、きっと乾いた涙の筋。それを拭う気にもなれない。

　ただふらふらと、オフィスに入る。

　オフィスは電気がついていたが、外はもう真っ暗だ。残業組だってとっくに全員帰っていて、もう誰も残っていな──

「美奈！」

　突然、正面から肩を掴まれる。

　そういえば視界は床しか映していなかった。ゆっくりと顔を上げると、見知った顔──桐生だった。

　しかし普段は穏やかなその面は、険しい。声も荒くなっていた。

「今までどこに行ってたんだ！　何度電話しても出ないし、心配したんだぞ！」

「ぁ……え……？」

　力の入らない手で、携帯の画面を開く。すると本当に、桐生とあかりからの着信履歴が大量に残っていた。

　……そうだ、あかりの仕事。

「仕事、しないと……」

　桐生から逃れて、自分のデスクへ向かおうと歩く。しかしすぐにまた桐生に腕を掴まれる。

「鈴木の仕事なら、もう俺が終わらせたし、帰らせた。心配はない」

「……そうですか」

　それでも美奈は、デスクから視線を外さない。

　じゃあ、どうしよう。明日の分の仕事でもしようか。何か残ってたっけ。

　とにかく何かしたい、仕事をしたい。

「なぁ、美奈」

　頭の中をぐるぐるさせていると、桐生の静かな声が振ってきた。

　顔を上げると、すぐ目の前に桐生の顔がある。こちらの瞳を、覗き込んでくる。

「どうした。何か悩んでいるなら、聞くぞ」

　黒曜石のような、綺麗な瞳。

　穏やかで、優しくて、気遣ってくれる柔らかい光。

　ゆっくりと、心を覆った膜をひとつずつ、剥がしてくれるようで。

「う……ぅ……！」

　気がついたら、美奈は泣きじゃくっていた。

　桐生の肩に顔を埋めるようにして、泣いていた。

　事情を話すわけでもなく、本当にただ泣いているだけだった。

　しかし桐生は何も聞かずに、何も言わずに、そのままにしてくれた。

　優しく、抱きしめてくれた。







　それから、一ヶ月が経過していた。

「では、こちらが資料となります」

　美奈は背筋を伸ばしたまま、何故か視線を合わせてくれない吉川へと声をかけた。

「あ、あぁ……、十分……だよ」

「は？」

　聞き取りづらかったので思わず聞き返しただけだったのだが、吉川は小さく悲鳴を上げて椅子から転げ落ちる。かと思えばすぐさま立ち上がり、直立する。

「じゅ、十分だ！　下がってよし！」

「はい。では、失礼致します」

　丁重に腰を折り、さっさと部長室から自分のオフィスに戻る。さすがにもう、聞き耳を立てている同僚はいない。

　そのまま自分のデスクに戻り、今日の仕事を処理していく。パソコンにＵＳＢメモリを差し込んで、フォルダをクリックして──

「みいぃいぃいいなぁぁあああ」

　だらん、と膝上に仰向けで寝転がってくる、隣席の困った友人。

「相変わらず不機嫌そうな顔してるじゃん。そんな親友に愉快なご案内──おっとビンタは通用しないよ！　あたしバリアー……ぁ？」

　ただ見下ろしただけなのに、あかりは額のところで両手をクロスさせている。何してるんだろう、この子は。

　あかりは拍子抜けしたように頭を掻いてから、「よっと」と身を起こす。

「あのね今度さ、広報の子らと一緒に合コンに行くんだよね。美奈もどーお？　あたしどうせ飲めないし、ママの車で送迎しちゃうよー？」

「行かない」

「えー！　今回の相手は教授よ？　教授！　なんか良くない？　眼鏡のイケメンとかがさー、『実に面白い』なんて言ってるかもしれないじゃん！」

「そう」

「しかもその夜は満月よー。ほら、満月って性欲が増すって言うじゃない？　もう男をゲットできる確率が超アップじゃん！」

「良かったわね」

　あかりの言葉は、適当に右から左へ流しておいた。が、いきなりあかりは「あっ」なんてワザとらしい声を上げる。

　あかりは、ぱちん、と手を合わせて、ウィンクを送ってきた。

「ごっめーん、美奈には桐生先輩がいたんだよねぇ。そりゃあ、他の男なんて視界に入らないじゃんねー！」

「そうかもね」

　最近、あかりは何かにつけて、こうやって『桐生がいるんだから』と繋げてくるようになった。もしかしたら彼女なりの気遣いかもしれないが、正直、ちょっと鬱陶しい。

　あれから、美奈にはいつもの日常が戻ってきている。仕事に集中し、隣席の友人に悩まされ、親からの結婚催促に苦悩し、一日を終えるいつもの生活。

　ただ、このあかりの妙な話題振りを含めて、変わったことも幾つかある。

　まずは、大神が会社に来なくなったこと。辞めたのか、求職中なのか、いずれにせよ営業部に行っても、彼の姿を見ることはできない。連絡も取れなかった。

　次に、狼男事件が一切起こらなくなったことだ。犯人が逮捕されたか否かは不明だが、話題に取り上げられることは無くなり、人々の記憶からも薄れつつある。

　そして最後に──

「本条」

　モニターから意識を外し、椅子ごと回転させて振り返る。

　桐生貴之が、書類束を手に立っていた。

「今晩だが、仕事が早く終わりそうなんだ。良い店を教えてもらったから、夕食を一緒にどうだ？」

　後ろであかりが「きゃぁー」と言っているのは無視して、美奈は首を縦に振った。特に予定はないし、断る理由はない。

　すると桐生は、安心したように表情を緩める。

「そうか。では、また後で」

「はい」

「あと……。少しは笑えよ」

「は？」

　用件はそれだけだったらしく、桐生は自分のデスクへと戻っていく。

　──最後の変化は、桐生が以前にも増して気にかけてくれるようになったことだ。と言っても、たまに夕食を共にしたり、副部長の立場ゆえに車通勤を許されている彼の車で家に送ってもらえる程度ではあるが。

　にも拘わらず、社内の一部では『美奈と桐生は付き合っている』という噂も流れているらしい。その出自は、大体予想がつくが。

　しかし実際のところ、体の関係があるわけでもないし、付き合っているわけでもない。完全な誤解だ。

　それに……比較するのは失礼だとわかっているが、桐生からは、大神と一緒にいたときのような胸の高鳴りを覚えることができない。

「美奈ぁ、順調っぽいじゃん？　なんだかんだあったけど、これで全部うまくいったってことかな」

　そう言って、あかりは笑いながら小突いてくる。

　しかし美奈は無感情に、ため息をついただけだ。

「そうかもしれないわね」

　仕事に戻ろう。ひたすらキーボードを叩かなくては。

　あかりの言ったとおり、確かに今の状況はかつての期待通りに近いものとなっている。むしろ狼男事件が起こっていない分、平和になって、過ごしやすくなったと言っても良い。

　しかしもう、どうでも良かった。

　以前と同じなら、以前と同じように、仕事に集中するだけだ。

「……あのさぁ、美奈」

「何？」

　視線を向けずに、言葉だけ返しておく。

「やっぱり、機嫌悪い？」

「──何が？」

　あまりにも意外なことを聞かれ、作業の手を止めて振り返った。

　しかし聞いてきた当人は、難しい顔で頭を掻いていて、口ごもる。

「や、なんか、なんだろう。──うん、なんでもない」

　結局、あかりは小さく「ごめんね」と呟き、自分のパソコンに向き直る。画面は相変わらずＳＮＳだった。

　そういえば、もうひとつ変化があったのだった。

　何故だかみんな、美奈が『不機嫌である』と勘違いすることが多くなったのだ。以前よりも酷い。

　……まぁ、いいか。もう、余計なことは口に出さないほうが良い。

　以前のように、仕事に生きれば良い。





８章




　しかし、その二日後。

　美奈の耳に、噂が飛び込んできた。

《狼男》がまた現れた、と。




「──胡散臭いわね」

　社内自販機に硬貨を投入しながら、美奈はひとり呟いた。そしてブラックコーヒーのボタンを押す。

　今度は、ニュースで報道されているわけじゃない。本当にただの、ネット上や社員の間で飛び交う噂話だ。

　実際、これに便乗してか、色々な話が枝葉の如く広がっているらしい。今回のはただの模倣犯、だとか。《狼男》は実は何人も存在しているだとか。《狼男》は犯罪組織の一員だ、とか。奴が現れるときには遠吠えが聞こえる、だとか。月を背にビルからビルを飛び移る謎の影を見た、だとか。もはや犯罪云々ではなく、オカルトになりかかっている。

（しまいには本当に狼人間みたく、満月の夜に人外の化け物を見た、だなんて。もう都市伝説みたくなってるじゃない。どこまでが真実か怪しいものよね……）

　それに……、

「再会できたところで、何を話すのよ……」

　自販機からベル音が鳴る。取り出し口を開くと、そこには毎日飲む熱いブラックコーヒー。一旦それを取り出してから、あかりご要望のカフェオレのボタンを押す。機械の中で、カップに液体が注がれていく。

　と。

「美奈ちゃん、ちょっといいかい？」

　後ろから声をかけられて、振り返る。

　松さんと呼ばれてる掃除のおばちゃんだった。

　そしてその後ろで身を縮めてるのは、

「……吉川部長？」

　名を呼んだだけで、びくっ、と震える吉川。何やら小声で呟いた後に背を向けたが、その肩を松さんがガッチリと掴んだ。

「あんた！　ここまで来て逃げる気かいっ？」

　なかなかにスゴ味のある声だ。

　一方で吉川は、微塵の威厳も感じさせないほどに怯えきっている。

「や、やっぱり無理だ！　今更何を言えっていうんだ！」

「謝るって決めたのはあんたでしょ！　時間が解決してくれるとでも思ってるのかいっ？　いい歳した大人が情けない、ねぇ！」

　松さんは吉川を、美奈の足元に放り投げてきた。すごいパワーである。呆然としていた美奈も、数歩、後ずさる。

　美奈にとっても吉川は好きな上司ではないが、この扱いはさすがに可哀想に思えてくる。というか、いきなりなんなのだ。

　吉川はよろめきながらも立ち上がり、しかし視線は床を向いたままだ。ちら、ちら、とこちらを見てきたかと思えば、不安そうに後ろを見て、

「ほらっ！」

　おばちゃんに叱咤され、ピシッと背筋を伸ばす。

　そして、

「す、すまなかったぁっ！」

　腰を九十度以上折り曲げ、叫んだ。

　……沈黙が訪れる。

　いや、だから、なんなんだ！

　美奈は恐る恐る、吉川の後頭部に声をかけた。

「あの、部長。一体なんの件ですか……？」

「ぼ、僕に怒ってるのだろうっ？　恨んでるのだろうっ？　ここ最近ずっと不機嫌なのは、僕のせいなのだろうっ？」

「……はい？」

　まったく身に覚えがない美奈は、目を瞬かせて言葉に詰まる。

　しかし吉川は、頭を下げたまま一気に言葉を捲し立てた。

「と、当然だ、きみに危うく大火傷をさせるところだったんだ。恨んで当然だ。いや、だが、聞いてくれ。僕だってさすがに悪いとは思ってたんだ。あれから何度も謝ろうと思ってたんだ。でも、その、言えなかったというか、時間を置くと言えなくなったというか、年下の女に頭を下げるのが癪だったというか──」

「あんたっ！」

「すみませんでしたっ！」

　言われて、ようやく思い出した。

　そういえば一ヶ月以上前、彼が着任して間もなかった頃に、そんなこともあった気がする。恨むどころか、忘れていた。

「美奈ちゃん、私からも謝るよ」

　そして吉川の隣に松さんも並んで、吉川と同じように頭を下げ始める。

「うちの馬鹿亭主はえらっそうで見栄っぱりで馬鹿みたいにプライドだけは高いんだけど、悪い人じゃないんだよ。だから、このとおり！　許してやっておくれ！」

　どちらかと言えば松さんの旦那だったことが衝撃だったが、美奈は大慌てだ。こんな光景を誰かに見られては、ただでさえ低い部長の威厳がさらに失墜するだろう。

「ふ、ふたりとも、顔を上げてください。私は本当に気にしていませんから。不機嫌というのも誤解です」

　なんとか理解してくれたのか、程なく、ふたりは身を起こす。

　吉川は咳払いをすると、今更ながら胸を張って、

「で、では。僕はこれにて失礼するよ。ちゃんと謝ったからな」

　さっさと立ち去ってしまった。松さんは引き留めようとしたが、吉川の動きは、それよりも素早かった。

　松さんは「まったく……」とため息をついた。

「本当に悪い人じゃないんだよ。……良い人って言えるかも微妙だけど、誤解を受けやすいだけでね」

「……ええ、大丈夫です」

「美奈ちゃんのことだって、『契約がうまくいったのは、あの資料のお陰だ』って褒めてたんだよ」

「そうなんですか？」

「まぁ晩酌で酔っ払ってたし、えらく遠回しな表現だったけどね。──嫌味と仕事のことならペラペラ口が回るくせに、他のことはてんでダメなんだから……」

　松さんは苦笑いを浮かべたが、美奈は表情を変えないまま、吉川が去って行ったほうへ目を向ける。

　仕事はできるけど他は全然ダメ。なんとなく、自分と似ている気がした。

「けど……」

　ぽつり、と。美奈の口から言葉が漏れる。

「部長は、逃げずにちゃんと謝ってくれましたね。もう一ヶ月以上前のことですけど、それでも、逃げずに……。私とは違う……」

「ま、口に出さないと、何も伝えられないしね？」

「でも」、と松さんは言葉を続ける。

「いちいちへっぴり腰なのはイライラするけどねぇ。あとさっきも言ったけど嫌味ったらしいし、無駄にプライドは高いし、露骨に男女差別するし、ついでにバツイチだし、あと口も臭いし──」

「なら、どうして」

　美奈は松さんの言葉を遮り、言った。

「どうして、部長と一緒になったんですか？」

「ああ、それはね──」

　──声が途切れる。

　松さんは口を開いたまま固まり、しばらくして口を噤んだ。視線を上方に向けつつ首を傾げていて、その頭の上に『？』マークが浮かんだ気がした。

「そういえば、なんでだろうね」

　えー。

　そんな美奈のリアクションに気付いたのか、松さんは決まり悪そうに頬を掻く。

　その顔が、ほんのりと赤く染まった。

「好きになったから、じゃダメかい？　私だって、恋愛の仕組みなんてよくわかってないよ。でもね」

　松さんは、顔を染めたまま、笑う。

「知らないほうが良かった、なんてことはひとつもなかったよ。大して気にならないのさ、それを含めて全てが好きなんだからね」







　松さんとのやり取りが頭の中で反芻され、ろくに仕事に集中できないまま一日が終わった。

「合コンにいってくるずぇー！」と盛り上がっていたあかりと別れたときも、家まで送ってくれる桐生の車の助手席に乗せてもらっている間も、ぼんやりが抜けてくれない。

「──な、美奈。ついたぞ」

　ハッ、と我に返ったときには、自宅アパート前に到着していた。

「す、すみません、副部長。今日もありがとうございました」

　美奈は桐生に頭を下げてから、助手席の扉を開いた。

　しかし、

「待て」

　身を乗り出したところで、桐生に腕を掴まれる。

　振り返ると、桐生の瞳と視線があった。神妙な面持ちで、ただ、じぃっと見つめてくる。

　少しこそばゆい。

「あの……副部長？」

　困惑を言葉に乗せて、眉根を寄せる。

　数秒、そのままの状態が続いた。しかし桐生は目を伏せ、吐息を漏らすと、

「……いや、すまない」

　手の力を緩めて美奈を解放してくれる。

「最近は変な噂が出回っているからな、ひとりで出歩いたりするなよ。戸締まりもしっかりな」

「はい。わざわざ、ありがとうございます」

　美奈は助手席の扉を閉め、もう一度、深く頭を下げる。ドアを閉める音に混じって「くそ、なんで俺は──」とか聞こえた気がしたが、定かではない。

　そのまま美奈は踵を返して、アパートに向かう。が、もう一度聞こえたエンジン音に、何気なく足を止めた。

　駐車場に入ってきたタクシーが、女性客を降ろすところだった。

　先ほど桐生も言っていたが、最近の噂のせいで夜道を警戒する者が多いのだろう。

「《狼男》……」

　ひとりで出歩くな。ついさっき聞いたばかりの桐生の言葉を思い出したが……。

　やっぱりどうしても、気になってしまった。

　美奈はタクシーに駆け寄ると、そのボンネットを軽く叩いた。







　都心の歓楽街。

　このような時間でも──いや、このような時間だからこそ賑わっている場所。飲食店や風俗店が建ち並び、客引きと酔っ払いの声でやかましい。

　あかりだったらは合コンのために頻繁に訪れていそうだが、美奈が訪れることはまず無い。

　その裏側、暗い路地ともなれば、美奈でなくとも足を踏み入れようとしないだろう。今日は満月なので明るいほうだが、それでも不気味だ。

　タクシー運転手でさえ「やめといたほうが良い」と忠告してきたが、美奈はそれを無視してしまった。

　この辺りが、《狼男》がいると噂の場所なのだから。

　無謀であるとわかっているし、怖い。だから少し歩いてみて、手がかりがなかったらすぐに戻ろうと決めていた。

　──しかし。「あと少し、あと少し」と思っている間に、ずるずると時間が経過してしまう。ふと時計を確認してみると、もう三十分近くが経過していた。

「……何やってるのかしらね、私は」

　自嘲の笑いが浮かぶ。そもそも『手がかり』と言っても、何を探そうとしていたのやら。

　仕方なく、もと来た道を戻るべく踵を返した。




　そして息を呑む。

　すぐ目の前に、人影が出現していた。




「ぁ……」

　途端、フラッシュバックのようにあの夜の恐怖が蘇る。強い後悔が押し寄せ、脚が震える。立っていられなくなって、よろめき──

「美奈！」

　聞き覚えのある声だった。

　倒れる前に腕を掴まれ、そのまま強引に引き寄せられる。

「ふ、副部長……？」

　身を離し、見上げたところにある顔は、桐生だった。

「どうして、ここに……？」

「美奈への用事を思い出してな、すぐにアパートに引き返したんだ。そしたら、お前がタクシーに乗っていたから……いやすまない。尾けるつもりじゃなかったんだが」

「結果としてそうなってるな」と、すまなそうに桐生は微笑んだ。

「私に用事、ですか？」

「ああ。その……なんだ……」

　桐生は顔を背けて眼鏡のブリッジに指をそえる。暗がりでよく見えなかったが、少し頬が赤い気がした。

　しかし桐生はすぐに咳払いをしてから、目つきを険しくする。

「まずここを出るぞ。まったく、ひとりで出歩くなと言っただろう」

「……はい」

　美奈は桐生に腕を引かれるまま、歩き始める。彼のお陰で恐怖はかなり和らいだが、そのせいか『もっと探したい』と欲求も生まれてくる。だから、足取りは重かった。

　満月の光だけが差し込む路地を歩きながら、桐生は振り返らずに声をかけてくる。

「そもそも、こんなところになんの用があったんだ。不用心にもほどがあるぞ」

「……大神くんを探してて……。会社にも来ないし、連絡もつかないから……」

　と。

　桐生が足を止め、美奈はその背中にぶつかった。

「す、すみません」

　反射的に謝ったが、桐生はそれを聞いているのかいないのか。小さな呟きが聞こえてくる。

「そうか。まだ、優斗のことが……」

「副部長？」

　桐生は振り返ると、美奈の両頬を包むように手を当てた。いきなりのことに小さく体が震えたが、不快ではない。ただ、驚いて、困惑して、眉根を顰めてしまう。

「どうしてここに優斗がいると思ったのかは知らないが、それはまぁ、いい」

「あ、あの……？」

「美奈、よく聞いてくれ。俺はお前が──」

　しかし結局、その言葉の先はなかった。

　美奈は急に、桐生に抱き寄せられる。思わず声を上げてしまい、桐生の顔を見上げたが……桐生の顔は、美奈を向いていない。

　美奈の後方を見ていた。

　振り返って、すぐに美奈にもわかった。




　複数の人影が、足音が、こちらに近づいてくる。




　ここが普通の場所ならただの通行人だと思うだろうが、ここは普通の場所ではない。

　それに、それらの人影は、明らかに凶器らしき物を握っていた。

「走れ、美奈！」

　桐生に腕を引かれるまでもなく、美奈は走り出す。

　背後からの足音もまた、早くなった。







　美奈は自分がどこを走っているのかわからなかったが、桐生は迷うことなく先導してくれる。

　さらに桐生は走りながらも、携帯電話を耳に当てていて、

「──よし、警察には連絡した。勘違いなら彼らに申し訳ないが……」

　肩越しに振り返る桐生。

　美奈は振り返るような勇気はなかったが、男女ふたりであることを冷やかすような声に、笑い声、そして足音。それらが追いかけてくるのだ。勘違いではないだろう。

「で、でも、この場所をどうやって伝えたんですか……？」

「路地から出てすぐのところに車を駐めてある、そこを目印に伝えた。駐禁を取られるかもしれないが、仕方ないな」

　こんな状況であるにも拘わらず、冗談めいた笑みを見せる。安心させようとしてくれているのだろう。

「その角を曲がれば表に出られる。もう少しだ、がんば──」

　ゴゥンッ！

　鈍い音が、美奈のすぐ近くで響いた。

　角を曲がったところで、突然、桐生の体が大きく傾く。

　頬に当たった水滴のような感触。鉄錆のような匂い。

「副部長っ！」

　地面に倒れ込んだ桐生は呻きを上げて、それっきり動かなくなる。美奈はその体に取りすがった。体を揺らして、顔を覗き込もうと頭に触れる。

　にちゃ、と。手の平にイヤな感触。

　見れば、真っ赤に染まっていた。

「ひっ……！」

　上ずった悲鳴を、上げてしまう。

　その悲鳴を嘲笑うように、背後からねっとりとした声が肩を叩く。

「ホームラーン……ってか？」

　忘れたくても、忘れられない声。

　マサキだ。やはりあの噂は、彼らのことだったのか。

　その手に握られているのは、金属バット。一部分が不自然に歪んでいる理由は、イヤでもわかる。

「あなた、なんてことを……！」

　恐怖に先行して怒りが募り、マサキを睨み付ける。

　しかしマサキは平然としていた。むしろそれがおかしいのか、笑みを深める。

「なーに人のせいにシてんだよ。コイツがこうなってんのは、お前のせいじゃねぇか」

　マサキは美奈の髪を掴むと、乱暴に引っ張り上げる。力の差で抵抗する間もなく引きずり立たされ、美奈はまた、痛みで声を上げた。

「あれから色々苦労させられたんだぜぇ？　俺も含めて殆どが病院送り、仲間の半分はビビッて逃げちまった」

　涙と激痛で、視界が霞む。

　ねっとりとした吐息が頬に触れて、鳥肌が立つ。

「いつかは捜し出してお礼参りしてやろうと思ってたが……まさか自分からノコノコやってくるとはなぁ？　男はちげぇようだが、ずいぶんと尻軽な女なんだな、オイ」

「そんなん、じゃ……！」

「ま、この野郎に用はねーんだ。アイツはどこ行ったんだよ。なぁ。あの自称《狼男》野郎だよ」

　マサキの合図を受けた彼の仲間は、勝手に美奈のバッグを漁り、携帯電話を取り出した。それを渡されたマサキは、美奈の髪の毛を掴んだまま差し出してくる。

「呼べよ。時間が掛かるっていうなら、一時間でも二時間でも待ってやるぜぇ？　ここにサンドバッグと上モノの玩具があるしなぁ」

　男のひとりが、倒れた桐生を思いっきり蹴りつけた。くぐもったうめき声が上がり、桐生は地面を転がった。

「やめてっ！　おねが──」

　言葉は、顎を強く掴んだ手に阻まれる。

「心配しなくても、お前はもっと丁重に扱ってやるよ。ほら、さっさと呼べよな。お前の王子様をよ」

　強引に携帯を手の中に押しつけられる。

「来るはず、ないわ……」

「ぁ？」

「連絡が、取れないのよ……。それに……連絡できたとしても、来るはずがない……」

　深く、傷つけてしまったのだから。

　それでも、桐生が痛めつけられるのを見れば、震える手で携帯を操作してしまう。

　しかし、




『おかけになった電話番号は、現在使われてないか、電源が入って──』




　終わった。

　この音声がマサキにも聞こえたのか、忌々しげに舌打ちをすると美奈の携帯を払い飛ばす。遠くのほうで、カシャンッ、と地面に落ちる音が聞こえた。

「なら、アイツの分も、お前で楽しませてもらうぜ」

　乱暴に突き飛ばされ、背中を強く壁に打ちつけた。呼吸が詰まり、肺から空気が押し出される。そのまま抑え付けられ、襟のところからスーツが引き裂かれた。

　抗っても、まったく敵わない。

　絶望感に頭が回らない。

　今の状況、どう考えても終わりだ。

　せめて生きて帰れること祈るしかないのだろうか。

　もう、誰も守ってはくれない。

　誰も、誰も──




『俺、本条さんを一生守ります』

『呼んでくれたら絶対に駆けつけますし、絶対に幸せにします！』




「たすけて……」

　声が届くはずもないのは、わかっている。

　でも。

　口に出さないと、相手に伝わることは絶対にない。




「助けてぇ！　大神くぅぅぅううんっ！」




　叫びは、路地に反響し、風と共に夜空に飛び立ち、広がった。自分でも驚くほどの大声に、全員の動きが止まる。

　…………。

　……。

　何も、起こらない。

　顔を強ばらせていたマサキは、舌打ちを鳴らして目つきを険しくする。

「てめ──」




　瞬間。

　どこからともかく、狼の遠吠えが聞こえてきた。

　路地を照らしていた満月が、陰る。

　全員が見上げたその月には、『人のカタチの影』ができていた。高層ビルの屋上に、誰かが立っている。

　そしてその人影が、いきなり、ひらりと地面に飛び降りた。

　マサキらが動揺に声を漏らす中、美奈だけは、心の底からの安堵を覚えていた。




《狼男》が現れるときには遠吠えが聞こえる。

　月を背に、ビルからビルを飛び移る謎の影を見た。




　間違いない。

　人影は、美奈達のすぐ傍に降り立った。高層からの落下だったにも拘わらず、着地時の音は小さく、軽やかだ。

「そいつは、俺のモノだ」

《狼男》は顔を上げると、その金色の目を嗜虐的に細める。

「美奈は俺だけのモノだ。お前らのくせェ臭いで穢すなよ、雑種ども」

　大神は不敵に、嗤った。







　明らかに人間離れした登場に、男達は怯えていた。が、マサキが軽く腕を上げると、すぐに静まりかえる。

　マサキは美奈を仲間達のほうへと突き飛ばし、金属バットを肩に担いで大神のほうへと近づく。

「よう、化けモン。会えて嬉しいぜぇ」

「俺は二度と視界にも収めたくなかったけどな、雑魚が。さっさと消えろ、今度は食い千切るぞ」

　やっぱり大神は、夜になると人が変わるようだった。マサキに近づかれても微動だにせず、余裕すら感じられる。

　マサキが突然その頭にバットを叩きつけても、あっさりと手の平で受け止めてしまった。

「なんだこりゃ。針金か？」

　大神が握るだけで金属バットは歪曲し、潰れた。さすがのマサキも小さく息を呑み、後ずさる。手の中のバットは、半分の長さになっていた。

　しかし、マサキは口笛を吹いて、

「ハッ、やっぱ化けモンか。──じゃ、か弱い人間様は盾を使わせてもらうぜぇ」

　盾とは、なんのことだろう。

　怪訝に思った美奈は眉根を寄せたが、マサキの手下が首元に押し当ててきたヒヤリとした感触に、理解してしまう。

「お前……っ」

　大神は歯を剥くようにして唸り、強い怒りに金色の瞳を炯々と光らせる。しかし、動けないようだった。

　マサキは足取りも軽く、美奈の隣に戻ってくる。

　そして足元にバットを捨ててナイフを受け取ると、美奈の顎を無理やり掴んで上を向かせた。

「いちいち言う必要もねーだろうが……。動くんじゃねーぞー」

　マサキが合図を送ると、彼の仲間全員が凶器を手に大神を取り囲んだ。金属バット、バール、鉄パイプ……物騒なモノばかりだ。

　そして、

「ヤれ」

　合図をきっかけに、暴虐は始まった。

　まったく身動きの取れない大神の腹にバットが叩きつけられる。体が『く』のときになったところに後頭部に鉄パイプを受け、蹲ると頭を蹴り飛ばされる。

　凶器が繰り返し振り下ろされた。その度に肉が潰れるような音が聞こえてきて、大神の声が漏れ聞こえる。

　男達が壁になっていて姿は見えないが、その音が徐々に水気を帯びていることが、恐ろしかった。

　鉄錆のような匂いが強くなる。大神の声が、か細くなってきている気がする。

「大神……くん……」

「あーあ、ありゃ死んだな」

　そんな声がすぐ後ろから聞こえる。強い怒りを覚えるが、何もできない。

　──いや。首元から、僅かにナイフが外れていた。

　美奈は、ヒールの鋭い踵で、マサキの足を思いっきり踏みつけた。

「いぎぁっ！」

　手が離れたところで、足元にある半分になったバットを拾い上げて──

　かつて大神と子供達に教えてもらったバッティングを、マサキの腹に叩き込んでやった。

「ホームランね」

　蹲った彼に吐き捨て、そのまま大神のもとへと駆ける。何ができるかはわからないが、助けなければ、と思ったから。

　しかし、

　突如として、背後から押し倒されてしまう。

　振り返ると、口の端から血を溢れさせた、凄絶なマサキの顔があった。

「おんな、ァァ！　ぶち殺す！　ぶち犯してやる！」

　髪の毛を掴まれ、地面に顔を叩きつけられる。視界が明滅し、意識が乱れる。アドレナリンで高揚していた気分が静まっていき、力が抜ける。

　ふと。

　リンチに加わっている男達の合間から、大神の姿を見ることができた。

　その金色の瞳と、目が合った。

　強い怒りの込められている目。

　強い哀しみに濡れている目。

　大神の口が、ゆっくりと動く。




　おまえを　まもる。







　突然、凄まじい轟風が路地を掻き乱す。

　リンチは中断され、男達は倒れたり、尻餅をついたりしている。背中のマサキもまた、美奈の背中から転がり落ちていた。

　美奈はうつ伏せだったお陰で風の影響を殆ど受けなかったが、朦朧とする意識の中で、『それ』を確かに見た。




　優斗の髪が銀色に染まり、風に靡くそれはいつの間にか背に届くほどに長く伸びている。

　敵を見据えるのは、金色が強くなった双眸。怒りを噛み締める口元には、ずらりと並ぶ鋭い牙。

「俺の美奈に、触れるなァァァァ！」

　激情に任せた優斗の怒声。その声は低く、重い。聞く者を畏怖させるのに十分すぎる力があった。

　この世界そのものが恐怖したかのように、月は雲に隠れ、辺りは闇に覆われる。

　その暗闇の世界の中、優斗は『変わって』いく。

　シルエットが一回り以上膨れ上がり、人間のソレとはまったく異なったものへと変異していく。

　やがて聞こえるのは獣のような唸り声、息づかい──




　そして、遠吠えだ。




　雲が、千切れ飛ぶようにして、晴れる。

　月光に照らされ煌くのは、銀色の美しい毛並み。

　琥珀のように透き通り、それでいて強い意思を感じさせる黄金の瞳。

　紅に染まることを待ちわびているような、純白の鋭い牙。




　──銀色の人狼が、そこにいた。







　……そこからどうなったのかは、記憶が曖昧だった。意識を失ってしまっていたようで、気がついたときには、全てが、『終わっていた』。

　マサキ達は死んではいない。しかし外傷以上に、心に深いダメージを負ったようだった。蹲り、小刻みに震え、目に恐怖を浮かべている。

　そして大神は──

「お、大神くん……！」

　頭の激痛に顔を顰め、それでも美奈は立ち上がり、歩き進んだ。

　銀色の毛並みを持つ人狼が、倒れていた。

　やっぱり、夢や幻覚ではなかったのだ。

　しかし人狼の傷は酷く、本来ならば美しいであろう銀の毛並みは赤色に染まり、酷い有様だった。

　ぐったりと倒れたまま、荒い呼吸だけを繰り返して、意識が戻る様子は無い。

　このままにしてはおけない。美奈は毛皮に覆われた腕を引っ張って、起こそうとするが……重い。

　大神は小柄だったはずだが、今の彼は美奈以上の大柄な体躯となっている。

　しかも、そこへ。

　パトカーのサイレンが近づいてきた。

　本来なら歓迎すべき音だが、もし今の大神の姿を見られてしまったら。

　どうしよう、どうすればいい！

　──と。

　突然、人狼の体が軽くなる。

「美奈、反対側から出るぞ」

　桐生が反対の腕を支え、持ち上げていた。桐生もまた額から血を流して酷い顔だったが、見た目よりも軽傷のようだ。

「副部長……」

「心配するな、ちゃんと見ていた。……こいつは優斗だ。どんな形をしていてもな」

　力強い言葉に、美奈も頷き返す。

「しかし……ダイエットはしてもらわないと困るな。肉ばかり食ってるからだ」

　冗談を聞きつつ、美奈達は歓楽街近くの車道に出ることができた。ここは裏通りに当たるので、この時間は車も人も全然通っていない。

　問題はここからだ。今の大神を人目に触れさせるべきではないだろうが、桐生の車は路地を挟んだ反対側だ。タクシーを呼ぶわけにもいかない。

「美奈、隠れろ」

　車のヘッドライトが近づいてくる。どうやら大型車のようだ。

　あの車なら……、

「……いえ。副部長はここで待っていてください」

　美奈は意を決し、車の前に飛び出した。

　途端、車は甲高くけたたましい音を立てて急ブレーキをかける。そして美奈の目と鼻の先のところで、停止した。

　すかさず、美奈はその運転席へと駆け寄って、

「すみません！　緊急事態なんです、車を──」

「美奈？」

　思わず、目を丸くしてしまう。

　運転席に座っていたのは、あかりだった。妙に高そうで煌びやかな服を身につけている。暗がりでもわかるほどに、化粧も濃い。

「あ、あかり？」

　そういえば、今日は合コンに行くとか言ってたが……。まさかこんなところで会うとは。

「あ、ほんとに美奈じゃーん！　こんなトコでどしたの、美奈も合コン？　あたしンとこはさー、ほら、最近変な噂があるじゃん。それで女子の頭数揃わなくてさー。しかも帰り道、表通りのトコ警察が封鎖してやがんの。もう遠回りさせられてサイアク──ってか美奈、酷い格好じゃん！　大丈夫!?」

「あかり、お願いがあるの！」

　窓から手を突っ込み、あかりの肩を掴んだ。

　あかりはまだ色々と言いたげだったが、美奈の剣幕で察してくれたのか、口を閉ざす。

「……どしたの？」

「あのね、何も聞かないで車を貸して欲しいの。後で絶対、返す──」

「いいよ、ほら」

　あまりにも呆気なかった。

　あかりはあっさりと運転席から降りると、スペアキーを手渡してくれた。

「あとコレね。何があったのかしんないけど、風邪引いちゃうじゃん」

　さらに、合コン用であろう高そうなストールまで肩からかけてくれる。

「え……。いいの？」

「や、美奈が貸してって言ったんじゃん。その代わり事故ったりしないでよー？　ママの車だし、車検更新したばっかだって言ってたしさ」

「……あかり」

「あ、でもタクシー代くらいは出して欲しいかな？　さすがにこっからウチんちまで歩くのは……おわっ！」

　美奈は、あかりの体を強く抱きしめていた。

「あかり、ありがとう！　ほんっとうにありがとう！」

「え、あ……えーと……うん、だってさ。あたしら、友達じゃん」

　あかりは、照れくさそうに、はにかんでいる。

「それに……うん。あたし一応、親友だとも思ってるし」

　ちょっと、泣きそうになった。

　こんなにも自分のことを思ってくれていたのだ、と。普段の態度からはわからなかったが、口に出したその言葉が嘘でないことは十分に伝わってくる。

「ええ。私達は親友よ」

　たぶん、今まであかりに見せてきた表情の中で、一番の笑顔を見せられたと思う。
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　美奈のアパート前に到着したときには、大神は人間の姿に戻っていた。

　しかし部屋に背負って運び入れ、ベッドに寝かせても、未だに目を覚まさない。

「傷、治ってる……」

　血や土埃に汚れていた彼の体を拭うと、その下の素肌は傷跡ひとつない綺麗なものだった。

　これも《狼男》の力なのだろうか。

　少なくとも、美奈と同じ人間でないことは明らかだ。

　でも不思議と、それをすんなり受け入れている自分がいた。

　むしろ、不可解だった色々なことに説明がつくから、すっきりした気分だ。

　──たぶん、これが松さんの言ってたことなんだろうと思う。

　好きだから。その人の全てを受け入れられる。知らないほうが良かった、なんてことはひとつもない。

　美奈は大神の枕元に腰掛けて、額の汗を袖で拭う。大神が小柄とはいえ、人ひとりの体を清拭するのは骨が折れた。

　桐生は通報者として警察の対応をするために残ってくれたし、あかりは大神や事件のことを知る前にタクシーで帰っていった。だから今、美奈は大神とふたりきりである。

「ほんじょう、さん」

　名前を呼ばれ、慌てて大神の顔に目を向けたが、まだ目覚めてはいない。寝言のようだ。

「……ねぇ、大神くん」

　美奈は大神の額に手を当てて、彼の髪を手櫛で梳く。さすがに清拭では髪まで洗えず、パサパサだった。

「もうあかりから聞いたと思うけど……、あなたへの告白は間違いだったの。掃除のおばちゃんが、手紙を入れるロッカーを間違えたんだって」

　髪を梳いていた手で、頬に触れる。瑞々しく若い、張りのある温かい肌だ。

「すぐに誤解を解こうと思ったんだけど、あんなに喜んでくれるんだもの。言うに言えなくて、結局ずるずる、ずるずると……。あなたを傷つけてしまって、本当にごめんなさい……」

　大神は目覚めない。目を閉じたまま、穏やかな寝息を立てたままだ。

　しかし美奈は、言葉を続けた。

「でもね……。都合のいい話だとわかってるけど、私、本当に大神くんのことが好きになったみたいなの。あなたのことを思うだけで、もう、ドキドキしちゃって。自分がおかしくなっちゃったみたいで……。これが恋なんだなぁ、って……」

　そこまで言ったところで、口を噤んだ。

　眠っている人間相手に、何を言ってるんだろう、と。

「……私はやっぱり、卑怯よね」

　美奈は立ち上がり、風呂場へと歩く。清拭用の洗面器のお湯を換えなくては。




「俺、化け物なんですよ？」




　背後からの声に、洗面器を落としてしまった。しかし濡れた足元に目を向けることはなく、振り返る。

　大神が上体を起こして、こちらを見ていた。しかし目が合ったのは一瞬だけで、大神は俯いてしまう。

「それに俺、夜になると自分を抑えきれなくなって……。本条さんも見たでしょう？　暴力的で、なんていうか……怖い俺を」

「そうね。見たわ」

　できるだけ穏やかに言葉を返したつもりだったが、大神は身を竦めた。

　大神は一度だけ上目遣いに美奈を見た後に、カーテンで覆われた窓へと視線を移動させる。

「満月の夜には、それがもっと強くなって。……ああなります。正真正銘の、化け物に……」

「そう……。あなたが夜になる前に帰ったり、月一で休む理由も合点がいったわ」

「それに！」

　大神は両手を握りしめると、自分の膝に叩きつける。深く俯いていて表情は見えなかったが、続く声は、何かに堪えるように軋んでいた。

「それに──今も満月で、やばいんです」

「やばい、って？」

　一歩、近づいてみる。

　しかしそれだけで大神は酷く怯えて、こちらに手の平を突き出してきた。

「美奈さんのことが、すごく、欲しくて……。たまらなく、欲しくて……。気を抜くと、抑えられなくなりそうで……」

　……そんなことを、言ってもらえて。

　とても、とても、嬉しくなってしまった。

「いいわよ」

　簡潔に、けれどハッキリと返事をして、大神の手をやんわりと握りしめる。そして、そのまま彼の傍らに腰をおろした。

　ハッ、と顔を上げた大神を、安心させるように笑顔を向ける。ぎこちないかもしれないけど。

「それでも、私はあなたが好きだから」




　途端。

　大神の瞳が、金色に変わった。




　突然強く抱きしめられたかと思うと、すぐ目の前には大神の顔があった。そのまま、唇を重ねられる。

「んっ……！」

　決して優しいキスではなかった。大神はまるでこちらの口に貪りつくように、啄み、舐め、食んでくる。

　ファーストキスだ。

　初めてだけど、こんなにも、ゾクゾクするものなのか。

「ぁ……ん、ふ」

　僅かに口元を緩めると、滑り込んでくる、ぬるりとした熱。それが舌だと気付けたのは、こちらの舌と触れあったときだ。水音が室内に響いて、荒くなる息づかいが入り交じる。

　体の力が抜けていく。気がついたら大神にベッドの上に押し倒されていた。その最中もずっと唇は重なったままで、いつしか、美奈のほうからも大神を求めてしまっている。

　やがて、口が離れた。

　互いの口元が唾液で濡れている。額と額を擦り合わせて、間近から大神の金の瞳を覗き込む。

「ご、ごめんなさい……俺……」

　声は震え、申し訳なさそうに小さくなっていく。

　しかし、美奈を見つめる目は、獲物を狙う獣のようだ。

　……けれど、美奈はなんの恐怖も感じない。ただただ可愛いなぁと思ってしまうのと。強く求めてもらえるのが嬉しいし……胸の高鳴りが、心地いい。

　美奈は大神の頬に触れて、微笑んだ。

「うん。おいで」

　美奈は優しくそう告げて──

　カーテンの隙間から差し込む満月の光の下、ふたりは交わった。
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「──と、言うことで」

　国事部オフィス内の朝礼にて、桐生は隣に立つ男──大神優斗の肩を叩いた。

「今日からウチに配属となった、大神優斗だ。色々と事情があって残業はできないが、遠慮なくこき使ってやってくれ」

　紹介を受けた大神は背筋を伸ばし、深く、頭を下げる。

「はい！　なんでもキリキリやります！　体力だけは自信があります！　よろしくお願いしますっ！」

　ぱらぱらとオフィス内に響く拍手。美奈も手を叩いていたが、まさかこんなことになるとは思っていなかったので、苦笑いである。

　あれから大神は会社に復帰したものの、すでに営業部での雑用ポストは別の派遣社員が務めており、残念ながら居場所が無くなっていた。

　そこで、桐生の手引きで、国事部の雑用係として異動してきたのだ。

　部長の吉川も美奈への負い目ゆえか全面的に協力してくれたし、国事部そのものも大手契約を成功させたことで受け入れる余裕ができていた。

　まぁ雑用という立場上、今後の業績次第ではまた異動になるかもしれないが……しばらくは大丈夫だろう。

「よかったじゃーん、美奈ぁ？　彼氏と一緒の部署なんてさー」

　隣のあかりは、なんとも楽しそうなニンマリ笑顔で小突いてくる。それを払い退けられないのは……実際に、『良かった』からだ。

　あかりは美奈と大神がくっついたことに初めは驚いていたものの、すぐに祝福してくれた。「やっぱ美奈って年下趣味だったんだ」などと言われた点については、引っぱたいておいたが。……趣味で選んだわけじゃないし。

「……あかりでしょ、部署中に噂流したの。余計なことはしないで、って言ってるじゃない」

「えー、友達のためにやってるだけじゃん。それにそれに、今度は確定的に明らかな事実だしー？　あれ、違うのかな？」

「……うぅ」

　なんで、こう、この子は。

　最高の友達であることは間違いないが、こういう部分はどうにかして欲しい。

　美奈はあかりのニヤニヤ顔を一瞥してから、吐息を漏らして、

「──違わないわよ」

　と、口にしただけでも恥ずかしいのに。

「本条さん！　俺も本条さんを愛してます！」

　さすがは犬耳と言うべきか。大神が満面笑顔で、朝礼中にもかかわらず飛びついて来た。

　取り敢えず、頭を引っぱたく。

「あうっ……」

「静かにしてなさいっ」

　こほんっ、と聞こえる咳払い。今日のスケジュールを発表していた桐生のものだ。

「そろそろいいか？　ふたりとも」

「すみません、副部長……」

「す、すんません、貴之さん」

　大神とまったく同じタイミングで頭を下げてしまい、それがまた周囲の笑いを誘った。大神は嬉しそうだが、美奈は赤くなるだけである。

「……ふむ」

　ふと、目を向けると、桐生だけが笑っていない。

　それどころか不機嫌に近いような顔だった。強いてたとえるなら──妬いている、みたいな。

　まぁ、そんなはずはないだろう。

　桐生もまた大神の正体を知っているひとりだが、黙っていることを約束してくれた。他の誰でもない桐生の約束だから、大丈夫だろう。

　狼男事件に関しても、桐生がうまく対処してくれたらしい。後日ニュースで、『狼男事件解決。逮捕の決め手は仲間割れ』と報じられていた。

　この事件がどうして狼男事件と呼ばれていたのかは、ハッキリとしていないが……。あの都市伝説のような噂を聞く限り、『大神の夜の状態、満月時の状態』と、『今回の事件』が世間で勝手に結びつけられたから、と美奈は推測していた。

　なににせよ、これで本当に、なにもかも順調にうまくいく──。

　──のだが、そのためにはひとつ、やり残していることがあった。







　定時になった。

「それじゃあ、すみません。お先に失礼します！」

　大神は荷物をまとめて、オフィス全体に通るような声で挨拶をしていた。今日もかなりキリキリ動き回っていたので額には汗が浮かんでいるが、相変わらず息ひとつ乱れていない。

　そして大神は、美奈のもとへもやってくる。

「本条さん、先に──」

「ちょっと付き合って」

　美奈は立ち上がり、強引に大神の腕を引いて歩き出す。

　後ろで大神が何か喚いたが、本当にイヤなら振りほどけるはずだし、無視してそのまま連行する。

　目的地は、

「きゅ、給湯室ですか……？」

「そうよ」

　中に誰もいないことを確認して、入室。そして鍵を閉める。誰かが来たら困るから。

「……さて」

　くるりと大神を振り返る。

　が、恥ずかしくて目を合わせられない。

　大神は頭の上に『？』マークを浮かべて首を傾げている。本当にわかってないのか、意地悪いだけなのか……たぶん前者だろう。

　美奈は大きく息を吸って、顔を上げる。

「大神優斗くん！」

「は、はい！」

　ちょっと声が大きくなってしまったが、構わず、続けた。

「好きです！　付き合ってください！」

「えっ？」

　ぽかん、と口を半開きにする大神。しかしすぐに頭を振ると、ビシッと背筋を伸ばした。

「はい、喜んで！　本条さんを一生守ります！」

　……。

　言い終えた後、沈黙が流れる。

　美奈はなんとなく続く言葉を見つけられずに、口を開いて、閉じてを繰り返すだけ。

　困っていると、大神のほうから口を開いてくれた。

「えと……。ど、どしたんですか？　改まって……」

「……どうしたもこうしたも。ちゃんとこうやって、面と向かって伝えてなかったじゃない。一度も」

「あー……。そういえば、そうだったかもしれないですね」

　大神のほうは、いつも「好き」言ってくれていたが。

　美奈は大神のように連呼したりはできないから、ちゃんとこの場所で、伝えておきたかったのだ。

「嬉しいです、本条さん」

　大神は美奈の手を取って、強く握りしめてくれる。とても温かくて、力強い手だった。

「ん……。私も、嬉しいわ」

　と、それは本当に嬉しいのだが。

　どうして大神は、ジリジリ美奈を給湯室の奥に押しやろうとするのだろう。

「お、大神くん？」

「いえ、その……。なんか本条さん見てると、我慢できなくなってきて」

「えっ？　ま、まだ日は沈んでないはずだけど」

「そうですけど……」

　そんなやり取りをしている間に、とん、と美奈の背が壁に触れた。

　大神はこうして強引に迫ってきている、のに……、

「あの……ダメですか？」

　上目遣いでそんな風に言われてしまったら、断り切れない。

　美奈は、頷いてしまった。

　──正直、この返事は間違いだったかもしれないが……、

「まぁ、いっか……」

　呟きは、口の中だけで消えた。





終
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